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そ
れ
が
領
主
権
力
の
中
核
を
構
成
す
る
だ
け
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
藩
制
（
政
）
史
研
究
の
一
環

と
し
て
多
く
の
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
と
と
ろ
が
そ
れ
ら
の
研
究
の
主
た
る
関
心
は
、
幕
藩
権
力
の
形
成
・
確
立
期
に
お
け
る
統
一

藩
家
臣
団
の
研
究
は
、
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ムノ、

的
な
封
建
家
臣
団
の
創
出
過
程
、
あ
る
い
は
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
藩
政
（
軍
制
）
改
革
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
封
建
家
臣
団
の

再
編
成
過
程
等
に
集
中
し
て
い
た
と
い
え
、
総
じ
て
幕
藩
制
の
成
立
期
と
解
体
期
の
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
も
と
れ
ま
で
佐
賀
藩
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
藩
家
臣
団
の
成
立
と
構
造
の
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
佐
賀

藩
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、
か
つ
右
の
よ
う
な
研
究
史
的
状
況
を
克
服
す
る
一
環
と
し
て
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
団
編

成
の
諸
段
階
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
ζ

と
に
し
よ
う
。
そ
の
際
、
以
下
の
方
法
で
分
析
を
進
め
た
い
。

ま
ず
①
家
臣
団
編
成
形
態
の
い
わ
ば
前
提
と
も
い
え
る
軍
役
体
制
の
推
移
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
上
で
＠
家
臣
団
の
構
成
的
展
開
と
存

在
形
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
従
来
の
研
究
史
に
欠
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
家
臣
団
編
成
と
分
限
帳
組
織
と
を
統
一
的
に
把
握

す
る
と
い
う
視
角
よ
り
、
③
藩
権
力
に
よ
る
家
臣
団
掌
握
の
実
態
を
示
す
分
限
帳
組
織
と
そ
の
推
移
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
こ
れ
ら
の
考

察
の
上
に
、
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階
を
確
定
し
た
い
。
そ
こ
で
具
体
的
分
析
を
行
な
う
前
に
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
団
の
成
立
と
構

造
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
と
う
。

藩
家
臣
団
の
成
立
と
構
造

隆
信
の
重
臣
で
あ
る
鍋
島
直
茂
に
対
し
て
、
竜
造
寺
政
」
家
（
隆
信
嫡
子
）
・
竜
造

寺
氏
一
門
・
重
臣
よ
り
領
国
の
支
配
権
（
「
御
家
裁
判
」
）
が
委
任
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
招
来
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
正
一
五
年
九
州
平

戦
死
し
た
。

戦
国
大
名
と
し
て
領
国
拡
大
に
専
念
し
て
い
た
竜
造
寺
隆
信
は
、
天
正
一
二
年
三
月
島
原
に
お
い
て
有
馬
・
島
津
の
連
合
軍
と
合
戦
し

隆
信
の
死
に
よ
る
領
国
体
制
の
動
揺
は
、

定
後
に
実
施
さ
れ
た
九
州
諸
大
名
に
対
す
る
知
行
割
に
お
い
て
、
豊
臣
政
権
は
、
竜
造
寺
政
家
に
肥
前
七
郡
（
佐
賀
・
神
埼
・
一
ニ
根
・
小

城
・
杵
嶋
・
藤
津
・
松
浦
の
う
ち
）
を
旧
領
安
堵
し
て
、
近
世
大
名
と
し
て
取
立
て
た
。
い
わ
ゆ
る
竜
造
寺
佐
賀
落
の
成
立
が
こ
れ
で
あ

る
。
し
か
し
、
天
正
一
八
年
一
月
の
朱
印
状
「
肥
前
国
竜
造
寺
藤
八
郎
知
行
割
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
被
宛
行
人
が
竜
造
寺
藤
八
郎
（
政
家



の
嫡
子
高
房
）
で
あ
る
も
の
の
、
竜
造
寺
氏
の
家
臣
中
、
鍋
島
氏
（
直
茂
・
勝
茂
）
の
知
行
高
（
五
三
、
五

O
O石
）
が
藩
主
竜
造
寺
氏

（
高
房
・
政
家
）
の
知
行
高
（
三
五
、

0
0
0石
）
を
上
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

が
竜
造
寺
氏
の
当
主
高
房
で
は
な
く
鍋
島
直
茂
に
命
じ
ら
れ
た
。
鍋
島
氏
は
竜
造
寺
氏
を
初
め
と
す

と
う
し
た
中
で
、

「
朝
鮮
出
兵
」

る
家
臣
団
を
自
ら
の
軍
役
体
系
の
中
に
包
摂
し
、
「
文
禄
元
年
壬
辰
四
月
十
二
日
辰
刻
朝
鮮
渡
海
人
数
」

を
作
成
し
た
。

と
の
「
朝
鮮
出

兵
」
期
に
お
け
る
鍋
島
氏
の
軍
事
編
成
を
検
討
し
た
場
合
、
同
氏
が
近
世
的
「
与
」
編
成
を
独
自
に
創
出
し
、
そ
れ
が
公
儀
軍
役
を
上
回

る
基
準
で
編
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
旧
国
人
領
主
層
に
系
譜
を
有
す
る
竜
造
寺
氏
一
円
層
は
一
在
地
領
主
の
立
場
を
保
持
し
つ
つ
公

儀
軍
役
を
下
回
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
と
、

い
た
の
で
は
な
く
、

つ
ま
り
鍋
島
氏
の
軍
事
編
成
が
「
与
」
編
成
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ッ
ト
な
構
造
を
有
し
て

そ
れ
が
竜
造
寺
氏
一
門
層
の
独
自
性
に
起
因
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

慶
長
五
年
の
「
柳
川
御
陣
」
に
お
い
て
も
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
ず
、
「
与
」
編
成
は
む
し
ろ
陣
立
の
一
部

を
構
成
す
る
に
と
ど
ま
り
、
竜
造
寺
氏
一
門
の
家
臣
団
（
陪
臣
団
）
が
、
「
与
」
編
成
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
立
的
に
陣
立
を

構
成
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
鍋
島
氏
の
馬
廻
（
旗
本
）
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
鍋
島
氏
の
独
自
編
成
に
よ
る
「
与
」
や
馬
廻

よ
り
も
、
陣
立
の
中
心
が
竜
造
寺
氏
一
門
の
家
臣
団
（
陪
臣
団
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
乙
の
段
階
で
の
領
主
的
結
集
な

と
の
よ
う
な
傾
向
は
、

い
し
大
名
権
力
の
構
造
的
特
質
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

慶
長
二
一
年
、
竜
造
寺
本
家
は
断
絶
す
る
が
、

こ
れ
以
前
の
鍋
島
氏
に
よ
る
家
臣
団
強
化
政
策
は
、
蔵
入
方
よ
り
の
切
米
・
諸
道
具
の

分
与
に
よ
る
「
与
」
・
馬
廻
の
強
化
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
「
与
」
・
馬
廻
の
い
ず
れ
も
鍋
島
氏
の
狭
義
の
直
属
家
臣
図
的
性
格
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
家
臣
団
統
制
の
法
令
的
な
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
実
質
的
に
は
こ
れ
ら
の
家
臣
団
（
「
与
」
・
馬
廻
）
を
対
象
と
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
統
一
的
な
基
準
に
も
と
づ
い
た
全
家
臣
固
に
対
す
る
強
化
政
策
は
未
だ
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
竜
造
寺
本
家
断
絶
（
慶
長
一
二
年
）
以
降
に
鍋
島
氏
に
よ
る
独
自
の
政
治
路
線
開
始
の
一
環
と
し
て
、
本
格
的
な
家
臣
団
編

成
・
統
制
が
始
ま
っ
た
。
慶
長
二
ニ
年
に
は
、
竜
造
寺
氏
一
門
を
佐
賀
へ
召
寄
せ
、
鍋
島
氏
一
門
・
重
臣
と
と
も
に
藩
家
老
に
据
え
る
と

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階
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佐賀藩家臣団の構造モデル

｜
｜
「
与
私
」
編
成

（
鍋
島
氏
直
属
家
臣
団
）

註）拙稿「成立期佐賀藩における家

臣団編成の原理と構造j参照。

六
四

と
も
に
、
大
与
頭
と
し
て
「
与
」
編
成
に
対
す
る
軍
事
指
導
権
の
一
部
を

付
与
し
た
。
乙
の
よ
う
な
な
か
で
、
慶
長
検
地
（
慶
長
一

o
t
一
四
年
）

の
結
果
に
も
と
づ
き
、
「
与
私
」
編
成
が
創
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
鍋
島
氏
が
「
与
私
」
編
成
の
創
出
を
契
機
と
し
て
同
氏
直
臣

を
竜
造
寺
氏
一
門
の
陪
臣
団
へ
組
み
入
れ
る
と
と
に
よ
り
、

乙
れ
を
「
与

私
」
編
成
に
包
摂
し
て
い
わ
ゆ
る
近
世
的
「
与
」
編
成
に
位
置
づ
け
る
試

み
は
結
果
的
に
そ
の
意
図
が
十
分
に
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
領
主
権
力
の
移
動
と
い
う
歴
史
的
規
定
性
が
鍋
島
氏
と
竜
造
寺
氏
一

門
層
と
の
聞
に
緊
張
関
係
を
介
在
せ
し
め
て
い
た
と
と
、
竜
造
寺
氏
一
門
層
の
鍋
島
氏
に
対
す
る
相
対
的
独
自
性
が
温
存
さ
れ
て
い
た
ζ

と
に
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
の
な
か
で
、
元
和
七
年
竜
造
寺
氏
一
門
層
は
政
治
的
に
は
家
老
と
し
て
藩
政
中
枢
部
を
占
め
る

一
方
、
家
臣
団
の
編
成
形
態
と
し
て
は
近
世
的
「
与
」
編
成
と
は
別
に
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
鍋
島
氏
一
門
と
と
も
に
「
備
」
と
し
て
陪

臣
団
を
独
自
に
編
成
す
る
に
至
っ
た
。
と
こ
に
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
幕
末
期
ま
で
定
着
す
る
「
与
私
」
（
鍋
島
氏
直
属
家
臣
団
）
・
「
備
」

（
上
層
家
臣
に
よ
る
陪
臣
団
編
成
）
体
制
の
成
立
を
み
る
の
で
あ
る
（
図
山
参
照
）
。

図（1)

I
l「
傭
」
編
成

（
上
層
家
臣
に
よ
る
陪
臣
団
編
成
〉

「
備
」
編
成
の
成
立
は
、
竜
造
寺
氏
一
円
・
鍋
島
氏
一
門
層
に
蔵
入
方
よ
り
の
切
米
・
諸
道
具
等
の
分
与
が
な
さ
れ
な
い
た
め
に
、
軍

役
自
弁
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
む
し
ろ
独
自
の
知
行
体
系
と
陪
臣
組
織
を
再
生
産
さ
せ
る
保
障
を
与
え
る
と
と
に
も
な
っ
た
。
と

れ
ら
上
層
家
臣
の
知
行
地
は
「
大
配
分
」
あ
る
い
は
「
私
領
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
以
外
の
家
臣
知
行
地
で
あ
る
「
小
配
分
」
な
い
し
「
知

行
所
」
と
区
別
さ
れ
て
い
た
と
と
は
注
目
さ
れ
る
。

一
方
「
与
私
」
は
、
蔵
入
方
よ
り
の
切
米
・
諸
道
具
の
分
与
の
制
度
化
を
前
提
と
し
、
軍
役
の
事
実
上
の
担
い
手
で
あ
る
陪
臣
層
を
も

直
接
掌
握
し
た
編
成
方
式
で
あ
る
。
後
掲
表
聞
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
寛
永

t明
暦
期
に
か
け
て
漸
次
整
備
さ
れ
、
幕
末
期
ま
で
定
着
す



る
一
五
与
編
成
が
成
立
す
る
。
本
稿
で
は
、

乙
の
藩
主
直
属
家
臣
団
（
「
与
私
」
編
成
）
を
直
接
の
分
析
対
象
と
し
、

階
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
ζ

と
に
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
家
臣
団
編
成
の
前
提
を
な
す
軍
役
体
制
の
問
題
か
ら
、
検
討
を
始
め
る
と
と

に
し
よ
う
。

編
成
形
態
の
諸
段

軍
役
体
制
の
推
移

軍
役
は
幕
藩
領
主
階
級
を
貫
ぬ
く
基
本
的
制
度
で
あ
り
、
大
名
の
幕
府
に
対
す
る
軍
役
を
大
名
家
臣
が
負
担
す
る
と
い
う
原
則
の
も
と

に
各
藩
の
軍
役
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
各
藩
の
軍
役
規
定
は
幕
藩
制
下
に
お
い
て
統
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
記
載
形
式
や
負
担

内
容
お
よ
び
そ
れ
ら
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
藩
体
制
の
成
立
す
る
政
治
的
諸
条
件
や
軍
役
の
現
実
的
負
担
の
基
礎
を
な
す
農
民
の
存
在
形

態
等
を
背
景
と
し
多
様
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
藩
家
臣
団
の
編
成
形
態
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
と
の
軍
役
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

表
山
は
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
軍
役
規
定
に
つ
い
て
、
藩
政
成
立
期
に
あ
た
る
元
和
七
年
よ
り
幕
末
期
の
嘉
永
二
年
ま
で
を
一
覧
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
れ
ば
、
軍
役
規
定
の
表
示
方
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
①
軍
役

が
元
和
期
で
は
物
成
表
示
を
原
則
と
し
て
い
た
と
と
、
＠
寛
永

t貞
享
期
の
い
わ
ば
幕
藩
制
的
諸
秩
序
の
形
成
期
に
お
い
て
幕
藩
制
原
理

に
適
合
的
な
知
行
高
表
示
が
採
用
さ
れ
た
と
と
、
＠
し
か
し
元
禄
期
以
降
、
再
び
物
成
高
表
示
に
復
し
た
こ
と
等
で
あ
る
。
以
上
の
事
実

よ
り
佐
賀
藩
に
お
け
る
軍
役
規
定
の
表
示
方
式
の
原
則
が
物
成
高
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
乙
の
と
と
は
四
節
で
も
言
及
す
る
よ
う

に
（
後
掲
表
側
参
照
）

佐
賀
藩
分
限
帳
の
記
載
方
式
が
寛
永
期
に
知
行
高
表
示
で
あ
っ
た
も
の
の
、
明
暦
期
よ
り
元
禄
期
ま
で
知
行
高

と
物
成
高
と
が
併
記
さ
れ
、
享
保
期
以
降
幕
末
期
に
至
る
ま
で
物
成
高
表
示
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
相
即
す
る
。
す
な
わ
ち
佐
賀

藩
は
物
成
知
行
制
を
領
主
的
結
集
の
編
成
原
理
に
組
み
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
た
め
、
佐
賀
藩
軍
役
規
定
の
推
移
は
物
成
高
を
基

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

六
五
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表（
1
）

佐
賀

藩
に

お
け

る
軍

役
規

定
の

推
移

元和＼物年）
10月

怨
・

5)
寛

年
11月

寛永（知
16・年si

月
寛永（知18・年5~月

腹（安知
5年・~ 月

貞（享知
4年・V

 
月

元
禄
＼
物2年）

9月
享
保
＼
物7年）

6月
!lg
保、天元保・

195l、吻宝・
1暦j0、1嘉2、永天

2保・
24

 

軍
役
人
数

100石
6人

100石
6人

100石
10人

100石
12人

100石
12人

100石
12人

100石
12人

100石
12人

100石
12人

本
役

125石
以
上

100石
以
上

100石
以
上

100石
以
上

70石
以
上

7
0石

以
上

70石
以
上

主
従

12人
7
5～

100石
7
0～

100石
7
0～

100石

主
従

10人
5ト

100石
50～

7
5石

50～
70石

50～
70石

主
従
8人

50石
未
満

50石
未
満

50石
未
満

50石
未
満

50～
70石

50～
70石

50～
・70石

主
従
7人

50石
未
満

30～
50石

30～
50石

主
従
6人

20～
30石

20～
30石

主
従
5人

20石
未
満

20石
未
満

註
）
「
惣
役
目
」
（
仮
題
「
従
直
茂
公
勝
茂
公
之
御
判
物
」
、
元
和

7
年
10
月

1
2
日
）
、
「
惣
役
目
」
（
『
長
崎
県
史
・
史
料
編
』
第

2
、
寛
永

5
年
11
月
1
8
）、

「
勝
茂
公
軍
役
御
定
之
御
条
目
」
（
「
元
茂
公
御
年
譜
」
巻
之
八
、
寛
永
16
年

6
月
）
、
「
軍
役
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
、
寛
永

1
8年

3
月

5
日
）
、
「
軍
役
」

（
「
鳥
ノ
子
御
帳
J
五
、
慶
安

5
年

8
月

2
2
日
）
、
「
黍
輪
院
様
御
代
御
壁
書
其
外
」
（
貞
享

4
年

9
月

2
9
日
）
、
「
綱
茂
公
御
代
組
中
定
井
役
目
・
鍋
島

主
水
」
（
元
禄

1
2年

9
月

2
6
臼
）
、
「
組
中
定
井
役
目
・
鍋
島
主
水
」
（
「
鍋
島
主
水
家
文
書
」
＜
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
＞
所
収
、
享
保

1
7年

6
月

3
日）、

「
宗
茂
公
御
代
組
中
定
井
役
目
・
鍋
島
主
水
」
（
寛
保
元
年

9
月

1
5
日
）
「
霊
茂
公
御
代
与
中
定
井
役
目
」
（
宝
暦

1
2年

）
、
「
組
中
定
井
役
目
・
鍋
島

弥
平
左
衛
門
」
（
天
保

2
年

9
月

1
5
日
）
、
「
組
中
定
井
役
目
・
鍋
島
弥
平
左
衛
門
」
（
天
保

1
5年

10
月

2
9
日
）
、
「
組
中
定
ナ
i役

目
・
鍋
島
周
防
」
（
嘉

永
2
年

4
月
11
日
）
よ
り
作
成
。

（
物
）
は
、
物
成
表
示
、
（
知
・

5
）
は

5
ツ
成
の
知
行
高
表
示
、
（
知
・

4
）
は
、

4
ツ
成
の
知
行
高
表
示
を
示
す
。
但
し
、
知
行
高
表
示
の
場
合

も
原
史
料
を
操
作
し
て
物
成
換
算
し
、
石
高
数
値
は
全
て
物
成
高
で
あ
る
。

ま
た
、
各
年
代
の
軍
役
人
数
は
、
物
成

1
0
0石

を
基
準
と
し
て
表
示
す
る
。



準
と
し
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
表
山
は
以
上
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
し
、
知
行
高
表
示
を
採
る
寛
永
五
年
よ
り
貞
享
四
年
の
軍

役
規
定
に
つ
い
て
も
、
物
成
高
で
表
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
軍
役
負
担
量
の
重
要
な
指
標
と
な
る
軍
役
（
役
目
）
人
数
に
つ
い
て
は
、
相

互
に
比
較
し
易
い
よ
う
便
宜
的
に
物
成
一

O
O石
を
基
準
と
し
た
。
以
下
、
表
山
の
具
体
的
分
析
を
行
っ
て
み
よ
う
。

元
和
七
年
よ
り
寛
永
五
年
に
か
け
て
は
、
物
成
一

O
O石
に
つ
き
各
家
臣
が
負
担
す
べ
き
軍
役
人
数
は
六
人
で
あ
る
。
と
乙
ろ
が
寛
永

一
六
年
に
は
一

O
人
、
寛
永
一
八
年
に
は
一
二
人
と
、
い
わ
ゆ
る
「
島
原
の
乱
」
（
寛
永
一
四

t
五
年
）

改
訂
さ
れ
、
寛
永
五
年
段
階
の
二
倍
に
相
当
す
る
軍
役
人
数
量
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
翌
年
と
三
年
後
に
相
次
い
で

（

3
）
 

こ
の
時
期
（
寛
永
一
六

I
八
年
）
に
下
禄
者
に
よ
る
軍
役
の
過
重
負
担
と
い
う
原
則
が
成

立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
寛
永
一
六
年
・
同
一
八
年
規
定
で
は
、
従
来
み
ら
れ
な
か
っ
た
本
役
条
項
が
加
わ
っ
た
。
寛
永
一
六
年

の
場
合
、
物
成
一
二
五
石
以
上
は
一

O
O石
に
つ
き
一

O
人
と
い
う
軍
役
人
数
基
準
が
適
用
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
下
の
一

O
O石
i

五
O
石
の
階
層
は
一

O
人
負
担
、
五

O
石
未
満
で
は
八
人
負
担
と
い
う
規
定
と
な
り
、
本
役
負
担
の
み
で
あ
る
一
二
五
右
以
上
の
家
臣
層

よ
り
も
相
対
的
に
過
重
な
軍
役
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
（
ね
。
寛
永
十
八
年
に
は
一

O
O石
以
上
の
家
臣
が
本
役
と
さ
れ
た
も
の
の
、
一

O

O
石

t
七
五
石
の
家
臣
は
、
一

O
人
よ
り
一
二
人
負
担
と
な
っ
て
過
重
性
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
島
原
の
乱
」
後
、
相
次
い
で

改
訂
さ
れ
た
ニ
つ
の
軍
役
規
定
に
よ
っ
て
、
軍
役
人
数
の
物
成
一

O
O石
一
二
人
負
担
と
下
禄
者
過
重
の
軍
役
負
担
と
い
う
こ
原
則
が
成

立
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
い
ま
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

し
か
し
、
以
上
の
乙
と
よ
り
「
島
原
の
乱
」
を
契
機
に
軍
役
体
制
が
過
重
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
は
早
計
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
家

臣
が
定
め
ら
れ
た
軍
役
（
役
目
）
人
数
よ
り
も
過
重
に
負
担
す
る
傾
向
は
、
臨
戦
体
制
的
性
格
が
濃
厚
な
港
政
初
期
よ
り
み
ら
れ
た
と
考

（

5
）

（

6
〉

え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
元
和
九
年
の
「
鍋
島
右
馬
助
与
私
」
と
い
う
「
与
着
到
」
に
は
、
「
役
目
」
と
「
分
過
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

役
目
と
は
表
仙
の
軍
役
人
数
に
相
当
し
、
分
過
と
は
軍
役
（
役
目
）
人
数
以
外
に
家
臣
が
負
担
す
る
陪
臣
数
で
あ
お
v

つ
ま
り
、
寛
永
一

六
年
・
同
一
八
年
規
定
に
よ
り
佐
賀
藩
軍
役
体
制
が
過
重
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
従
来
存
在
し
た
家
臣
に
よ
る
軍
役
過
重
負
担
の
慣
行

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

六
七



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

鍋島主水与における役目人数と分過人数

年 代 (a）役目人数 (b）分過人数 ー（aと）~」（b)×100 出 典

元手口9年 222人 136人 38.0% 鍋島右馬助与私
寛永14年 493 134 21.3 鍋島淡路守与私

寛永18年 919 132 12.6 { II皇室探与私

正保4年 613 76 11.0 鍋島主水与着到
慶安2年 614 75 10.9 鍋島主水与着到
承応元年 612 71 10.4 鍋島主水与着到
寛文元年 808 94 11.6 鍋島主水与着到
天和3年 788 121 13.3 鍋島主水与着到

表（2)

六
八

を
、
幕
藩
領
主
支
配
形
成
期
に
突
如
勃
発
し
た
大
規
模
で
強
靭
な
農
民
一
撰
H
「
島
原

〈

8
）

の
乱
」
を
背
景
に
、
藩
権
力
が
法
令
化
し
て
定
着
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
表
山
に
示
さ
れ
る
数
値
的
に
過
重
と
な
っ
た
軍
役
は
、
本
来
、
「
分
過
」

人
数
と
し
て
各
家
臣
に
よ
り
負
担
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
慣
行
的
に
負
担
さ
れ
る
に
過

ぎ
な
か
っ
た
軍
役
人
数
に
対
す
る
藩
権
力
に
よ
る
直
接
掌
握
（
軍
役
規
定
と
し
て
の
法

註）拙稿「佐賀藩家臣団の編成と檎成J所収の第11表より作成。

令
化
）
が
実
現
し
た
点
と
そ
重
要
で
あ
ろ
う
。

表
聞
に
よ
れ
ば
、
「
鍋
島
主
水
与
」
と
い
う
「
与
私
」
に
所
属
す
る
家
臣
団
が
召
抱

え
る
陪
臣
数
の
う
ち
、
分
過
人
数
の
比
率
が
元
和
九
年
に
三
八
・

O
M
m、
寛
永
一
四
年

に
一
二
・
三

Mm
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
寛
永
一
八
年
以
降
、
一

0
1
一三
Mm台
に
下
降

し
安
定
し
て
い
る
の
は
、
以
上
の
事
象
を
裏
付
け
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
島

原
の
乱
」
は
慣
行
的
な
軍
役
の
負
担
形
式
を
軍
役
負
担
原
則
と
し
て
成
立
・
定
着
さ
せ

た
わ
け
で
あ
る
。

一方、

軍
役
規
定
が
三
度
に
渡
り
制
定
さ
れ
軍
役
負
担
原
則
が
成
立
し
た
寛
永
期

は
、
藩
家
臣
団
編
成
の
基
本
と
な
る
一
五
与
編
成
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。
表
聞
は
永
禄

t
元
禄
期
に
か
け
て
「
与
私
」
（
「
与
」
）
を
管
理
・
統
轄
す
る
大

与
頭
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
与
私
」
の
整
備
過
程
に
つ
い
て
も

表
聞
に
よ
り
、

寛
永
期
に
お
け
る
編
成
年
次
が
判
明
す
る
の

「
中
野
内
匠
助
重
利
」
与
、
「
大
木
兵
部
丞
統
清
」
与
の

み
で
あ
る
が
、
「
出
雲
監
物
茂
道
」
与
、
「
中
野
数
馬
佐
政
利
」
与
、
「
鍋
島
帯
万
茂
貞
」

知
る
と
と
が
で
き
る
。

は
、
寛
永
一
七
年
一
二
月
の



寛永18年、慶安5年における軍役規定比較

二＼十之ど 寛永18年3月 慶安5年8月

幕府規定 100石4人 125石4人
軍役人数 100石6人 125石6人

馬乗主従8人 100石之内 125石之内
馬乗主従10人 150石之内100石迄 175石之内125石迄
馬乗主従12人 200石之内150石迄 250石之内175石迄
本 1受 200石6上 250石6上

表（4)

佐
賀
落
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階 註）「軍役」（「肥陽旧章録J＜小城鍋島家文庫＞所収、寛永18年3月5日）、「軍役」

（「鳥ノ子御帳」五所収、慶安5年8月22日）より作成。
両年とも知行高表示であるものの、寛永18年は5ツ成、慶安5年は、 4ツ成なの
で、基本的に変化していない。

「
関
将
監
清
長
」
与
、

「
鍋
島
玄
蕃
允
常
貞
」
与
、
「
諸
岡
彦
右
衛
門
茂
之
」
与
の

与
、
「
小
川
市
左
衛
門
尉
利
清
」
与
、

「
石
井
兵
庫
助
孝
成
」
与
、

「
鍋
島
大
膳
正
之
」
与
、

九
与
も
寛
永
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
前
者
と
合
わ
せ
れ
ば
一
一
与
が
編
成
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
乙
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
幕
末
期
ま
で
定
着
す
る
（
但
し
大
与
頭
は
交

替
。
表
聞
で
は
元
禄
期
ま
で
掲
載
）
。

つ
ま
り
、

藩
家
臣
団
の
中
核
を
な
す
直
属
家
臣

団
一
五
与
中
、

一
一
与
が
寛
永
期
に
成
立
・
定
着
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
軍
役
負

担
原
則
の
成
立
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
佐
賀
藩
が
物
成
知
行
制
を
原
則
と
し
て
い
た
乙
と
は
先
述
し
た
通
り
で

あ
る
が
、
物
成
率
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
「
着
到
帳
」
を
素
材
と
し
た
城
島
正
祥
氏
の

（

9
）
 

分
析
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
氏
は
、
五
ツ
成
か
ら
四
ツ
成
へ
変
化
す
る
時
期
を
明
暦
二

年

と

し

て

い

る

。

乙

れ

に

対

し

て

、

の

分

限

帳

で

あ

る

「

与

着

筆
者
は
各
「
与
私
」

五
ツ
成
か
ら
四
ツ
成
へ
の
体
制
的
変
化
を
明
暦
二
年
よ
り
四

（
叩
）

年
早
い
承
応
元
年
（
慶
安
五
年
）
と
し
た
。
表
山
に
お
い
て
慶
安
五
年
規
定
を
四
ツ
成

と
し
た
の
は
か
か
る
事
情
に
よ
る
の
で
あ
り
、
物
成
率
が
変
化
し
た
同
年
に
軍
役
規
定

到
」
の
分
析
を
通
じ
て
司

が
新
た
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
慶
安
五
年
規
定
に
つ
い
て
、
幕
府
と
佐
賀
藩
に
お
け
る
軍
役
規
定
の
比
較
を
試

み
た
黒
田
安
雄
氏
は
、
「
慶
安
五
年
に
至
り
、
役
目
高
の
基
準
は
知
行
一

O
O石
よ
り

一
二
五
石
と
さ
れ
、
ま
た
役
目
道
具
の
そ
れ
も
知
行
二

O
O石
で
あ
っ
た
も
の
が
、

段
と
緩
和
さ
れ
て
二
五

O
石
以
上
が
本
役
と
改
定
さ
れ
て
お
り
、
軍
役
量
は
寛
永
期
よ

六
九



り
全
般
的 JI-

iζ 主主

軽量
減家

主E
七揮

ピー宮

？目
指
摘
し

が

七
0 

と
の
認
識
に
は
肯
首
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
確
か
に
原
史
料
の
表
記
内
容
を
示
し
た

表
凶
に
よ
れ
ば
緩
和
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
寛
永
一
八
年
は
五
ツ
成
知
行
、
慶
安
五
年
は
四
ツ
成
知
行
で
あ
る
た
め
、
両
年
と
も
物

成
換
算
し
た
上
で
比
較
し
た
場
合
、
表
山
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
一

O
O石
t
五
O
石
層
に
お
い
て
、
主
従
一
二
人
と
一

O
人
と
の
区
分

が
七
五
石
よ
り
七

O
石
に
変
化
し
た
以
外
は
、
同
一
規
定
で
あ
っ
た
ζ

と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
物
成
率
が
変
化
（
五
ツ
成
よ
り
四
ツ

成
）
し
た
た
め
形
成
的
に
軽
誠
し
た
よ
う
に
み
え
た
に
す
ぎ
ず
、
黒
田
氏
は
慶
安
五
年
の
物
成
率
変
化
と
い
う
条
件
を
考
慮
し
て
い
な
い

た
め
に
誤
っ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
と
の
時
期
に
物
成
率
の
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
、
身
分
家
格
序
列
重
視
の
傾
向
と
石
高
制
原
則
の
も
と
で
物
成
知
行
制
を
原
則

ハm
M）

と
し
た
佐
賀
藩
の
特
殊
性
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
寛
永
一
八
年
規
定
が
、
物
成
率
の
体
制
的
変
化
と
い
う
藩
政
上
重
要
な
画
期
ハ
慶
安
五
年
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慶
安

五
年
規
定
に
継
承
さ
れ
た
ζ

と
と
そ
重
要
で
あ
り
、
寛
永
期
に
成
立
し
た
軍
役
負
担
の
二
原
則
が
佐
賀
藩
軍
役
体
制
と
し
て
定
着
し
て
い

る
乙
と
を
確
認
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
藩
軍
役
体
制
の
大
き
な
画
期
は
元
禄
期
か
ら
享
保
期
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
の
軍
役
負
担
原
則
の
う
ち
、
下
禄
者

過
重
の
原
則
に
一
定
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
禄
一
二
年
・
享
保
一
七
年
の
両
規
定
に
お
い
て
、
本
役
（
物
成
一

O
O石
に
つ
き
軍
役
人
数
一
二
人
負
担
）
適
用
の
階
層
が
、
一

O
O石
以
上
よ
り
七

O
石
以
上
に
改
め
ら
れ
、
下
禄
者
過
重
原
則
の
適
用

階
層
が
一

O
O石
未
満
か
ら
七

O
石
未
満
へ
と
限
定
さ
れ
た
。
し
か
も
、
下
禄
者
過
重
負
担
の
内
容
自
体
に
つ
い
て
も
軽
減
さ
れ
た
。
元

禄
一
二
年
規
定
で
は
主
従
一
二
人
．
同
一

O
人
両
規
定
が
廃
さ
れ
、
主
従
八
人
を
負
担
す
べ
き
階
層
を
五

O
石
未
満
よ
り
七

O
石
1
五
O

石
層
と
改
め
、
五

O
石
未
満
の
階
層
に
つ
い
て
は
、
主
従
七
人
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
下
禄
者
に
お
け
る
軍
役
軽
減
の
傾
向

は
、
享
保
一
七
年
規
定
で
さ
ら
に
徹
底
し
た
。
主
従
七
人
規
定
を
五

O
石
未
満
か
ら
、
五

O
石

t
三
O
石
層
と
限
定
し
、
三

O
石
未
満
に

つ
い
て
は
新
た
に
主
従
六
人
規
定
（
三

O
石
I
ニ
O
石
層
〉
、
同
五
人
規
定
（
ニ

O
石
未
満
層
）
を
設
定
し
た
。
要
す
る
に
元
禄
一
二
年
・



享
保
一
七
年
の
両
規
定
に
よ
り
‘
下
禄
者
過
重
の
軍
役
負
担
原
則
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
元
禄

I
享
保
期
に
軍
役
体
制
が
軽
減
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
第
一
に
「
島
原
の
乱
」
以
降
実
質
的
な

軍
事
動
員
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
と
、
第
二
に
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
団
の
身
分
格
制
が
、
万
治
二
年
の
着
座
の
座
位
決
一
時
、
天
和
三
年

の
三
支
藩
（
小
城
・
蓮
池
・
鹿
島
）
に
対
す
忍
コ
ニ
家
格
式
」
の
制
崩

r経
て
二
元
禄
一
二
年
の
竜
造
寺
氏
一
門
に
対
す
る
「
親
類
同
格
」

の
設
郡
山
ι
よ
り
確
定
し
、
藩
の
支
配
体
制
な
い
し
家
臣
団
秩
序
体
系
が
相
対
的
に
安
定
し
た
と
と
、
第
三
に
、
乙
れ
が
本
質
的
な
理
由
と

思
わ
れ
る
が
、
軍
役
を
負
担
す
べ
き
と
く
に
下
級
家
臣
団
の
経
済
的
困
斡
争
が
考
え
ら
れ
る
。

享
保
一
七
年
規
定
と
同
時
期
に
起
っ
た
享
保
飢
鐘
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
明
確
に
で
き
な
い
も
の
匂
享
保
一
七
年
六
月
に
改
訂
さ

れ
た
軍
役
規
定
は
表

ωに
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
幕
末
期
の
嘉
永
二
年
規
定
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
享
保
飢
鐘
に
よ

ハ
刊
坤
〉

る
家
臣
困
窮
乏
を
藩
当
局
は
十
分
認
識
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
．
同
年
規
定
以
下
に
藩
軍
役
体
制
を
軽
減
・
緩
和
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
比
喰
的
な
表
現
を
す
れ
ば
、
藩
家
臣
団
の
本
質
を
な
す
軍
事
的
機
能
維
持
を
前
提
に
、
藩
権
力
が
な
し
得
る
最
大
の
譲

歩
が
、
享
保
一
七
年
規
定
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
現
実
的
に
は
享
保
飢
鐘
以
降
の
農
村
荒
闘
に
よ
る
家
臣
団
の
窮
乏
化
は
進
向
山
υ
て
お
り
、
元
文
元
年
八
月
に
は
、

（
元
文
元
年
八
月
五
日
）

一
御
親
類
御
家
老
其
以
下
共
ニ
従
者
当
時
誠
少
之
儀
候
得
共
、
猶
も
勝
手
次
第
相
滅
可
被
召
連
覇
）

と
、
「
従
者
」
に
つ
い
て
「
当
時
減
少
」
と
い
う
な
か
で
さ
ら
に
「
勝
手
次
第
相
減
」
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
軍
役
遂
行
が
家

臣
財
政
窮
乏
と
い
う
状
況
の
な
か
で
‘
事
実
上
極
め
て
困
難
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た
と
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
藩
権
力
は
、
軍
役
人
数
以
外
に
、
下
禄
者
が
過
重
に
負
担
し
て
い
た
分
過
人
数
に
つ
い
て
蔵
入
代
替
制
を
導
入
す

る
に
至
る
。
す
で
に
そ
の
兆
し
は
、
元
禄
一
二
年
軍
役
規
定
が
出
さ
れ
た
翌
二
二
年
の

ハ
元
禄
一
三
年
八
月
一
日
V

一
江
戸
・
長
崎
御
供
従
者
等
身
駄
相
応
－
一
分
過
之
節
者
、
御
上

8
作
料
可
被
下
候
事

一
身
一
帯
一
不
相
応
御
供
者
被
仰
付
候
節
、
右
民
的

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階
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七

と
い
う
法
令
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
身
株
相
応
ニ
分
過
」
、
あ
る
い
は
「
身
駄
－
一
不
相
応
御
供
者
」
と
は
分
過
人
数
を
示
し

て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
「
御
上
ぷ
造
作
料
可
被
下
」
と
、
「
御
上
」

H
蔵
入
方
よ
り
の
援
助
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
乙
の
法
令
の

（

お

）

趣
旨
を
徹
底
さ
せ
た
も
の
が
、
宝
暦
一

O
年
の
「
役
目
定
」
に
具
体
化
さ
れ
た
分
過
人
数
の
蔵
入
代
替
制
で
あ
る
。
当
面
重
要
と
思
わ
れ

る
条
項
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

一
大
与
頭
は
少
身
ニ
而
も
主
従
拾
八
人
を
下
ニ
〆
可
罷
出
候
、
不
足
之
所
者
従
蔵
入
分
可
相
渡
事

一
組
頭
者
少
身
ニ
而
茂
主
従
九
人
を
下
ニ
／
可
罷
出
事

其
上
不
足
之
所
ハ
従
蔵
入
分
過
可
相
波
候
、
尤
知
方
ニ
申
付
置
候
者
者
百

五
拾
石
之
内
百
石
迫
ハ
役
目
従
者
之
上
ニ
荷
物
夫
壱
入
手
前
よ
り
可
召
連
候
、
儲
又
、
蔵
米
ニ
而
相
渡
候
者
、
分
過
之
儀
者
皆
以

蔵
入
よ
り
相
渡
、

但
少
身
た
り
と
も
何
手
之
者
壱
入
者
召
連
可
罷
出
候
、

／
主
従
九
人
た
る
へ
き
事

一
平
士
ハ
主
従
五
人
下
ニ
可
罷
山
山
事

但
少
身
た
り
共
、
い
つ
れ
手
之
者
壱
人
ハ
召
連
可
罷
出
候
、
其
上
下
小

rrum判
官
、
佐
官
い
ハ
か
世
干
壮
世
一
制
）

右
の
史
料
に
よ
る
と
、
「
与
私
」
を
統
率
す
べ
き
大
与
頭
、
「
与
私
」
に
お
け
る
小
「
与
」
を
管
理
・
統
轄
す
る
組
頭
（
物
頭
）
及
び
平
士

が
召
抱
え
る
べ
き
分
過
人
数
が
、
蔵
入
よ
り
代
替
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
組
頭
の
但
書
に
あ
る
よ
う
に
「
知
方
」

（
地
方
知
行
）
給
付
者
の
場
合
よ
り
「
蔵
米
」
給
付
者
の
場
合
に
、
代
替
規
定
が
よ
り
徹
底
さ
れ
て
い
た
乙
と
は
、

分
過
人
数
の
給
供
源

と
し
て
知
行
地
か
ら
の
給
知
百
姓
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
次
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
藩
政
中
後
期

に
か
け
て
下
層
切
米
取
層
（
下
級
の
侍
や
手
明
鎚
・
足
軽
等
）
の
広
範
な
形
成
に
対
応
し
た
も
の
が
、
分
過
人
数
の
蔵
入
代
替
制
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
表
山
の
分
析
を
中
心
に
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
軍
役
体
制
の
推
移
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
①
寛
永
期
と
元

禄

t享
保
期
に
佐
賀
藩
軍
役
体
制
の
画
期
を
求
め
る
と
と
が
で
き
る
こ
と
、
②
寛
永
期
に
お
け
る
軍
役
規
定
上
の
過
重
化
は
、
「
島
原
の



乱
」
を
契
機
と
す
る
、
従
来
の
慣
行
的
な
負
担
形
式
の
権
力
的
な
原
則
化
で
あ
っ
た
ζ

と
、
③
寛
永
期
に
成
立
し
た
物
成
一

O
O石
に
つ

き
一
二
人
お
よ
び
下
禄
者
過
重
と
い
う
軍
役
負
担
原
則
が
幕
末
ま
で
定
着
す
る
こ
と
、
④
し
か
し
下
禄
者
に
よ
る
軍
役
の
過
重
負
担
原
則

が
．
川
実
質
的
な
臨
戦
体
制
の
解
除
、
川
家
臣
団
身
分
格
制
の
確
定
に
伴
う
支
配
体
制
の
安
定
化
、
さ
ら
に
、
川
家
臣
財
政
の
窮
乏
化
と

い
う
背
景
の
な
か
で
、
元
禄

t
一
口
子
保
期
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、
＠
享
保
期
の
軍
役
体
制
が
幕
末
期
ま
で
継
承
さ
れ
る
も
の
の
、
蔵
入
代
替

制
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
現
実
的
に
は
軽
減
・
緩
和
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
と
等
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

幕
藩
制
下
に
お
け
る
軍
役
体
制
は
、
領
主
権
力
に
よ
る
軍
事
カ
リ
家
臣
団
の
維
持
・
強
化
の
指
向
性
と
、
家
臣
団
や
そ
れ
を
基
礎
づ
け

る
農
民
層
の
現
実
的
な
存
在
形
態
と
の
相
関
関
係
の
な
か
で
、
推
移
・
変
容
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
よ
う
な
軍
役
体
制

の
推
移
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
家
臣
団
の
具
体
的
な
構
成
や
存
在
形
態
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

家
臣
団
の
構
成
的
展
開
と
存
在
形
態

佐
賀
藩
直
属
家
臣
団
の
基
本
形
態
で
あ
る
一
五
与
編
成
は
、
先
述
の
よ
う
に
寛
永
期
に
そ
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た
が
、

態
と
し
て
完
成
・
定
着
す
る
の
は
明
麿
期
以
降
で
あ
る
（
前
掲
表
問
参
照
）
。
そ
ζ

で
本
節
で
は
、

た
と
目
さ
れ
る
明
暦
期
以
降
の
分
限
恨
（
「
着
到
限
」
・
「
与
着
到
」
等
）

構
成
的
展
開

一
五
与
編
成
形

佐
賀
藩
家
臣
団
が
体
制
的
に
完
成
し

を
相
互
に
比
岐
し
な
が
ら
、

家
臣
団
編
成
の
構
成
的
展
開
に
つ

い
て
分
析
し
よ
う
。

表
聞
は
明
暦
二
年
、

見
様
八
年
、
弘
化
二
年
、

安
政
元
年
の
各
年
代
に
お
け
る
分
限
帳
関
係
史
料
に
も
と
づ
き
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
表
中
、
手
明
鑓
と
は
元
和
六
年
に
設
け
ら
れ
た
階
層
で
、
家
臣
中
現
米
五

O
石
以
下
の
者
に
対
し
て
知
行
を
召
上
げ
、
改
め
て
蔵
米

に
て
現
米
一
五
石
を
支
給
し
、

平
和
時
に
は
無
役
、

臨
戦
時
に
は
鎚
一
本
・
具
足
一
領
に
て
参
陣
す
る
こ
と
を
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

佐
賀
藩
家
臣
回
一
編
成
の
諸
段
階
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段
階

佐賀藩家臣団編成の推移

戸主＼＼と代 明暦2年 元禄8年 弘化2年 安政元年

｛寺 405人 573人 1619人 1418人

手 明 鎚 459 484 1006 部3

直 御徒・新御徒 328 279 

与 鉄 砲 1305 1644 

付
弓 1526 565 947 

切 昇・副筒 114 412 
2664 

米 大 筒 70 

取
長 柄 鑓 250 250 473 

． 陸 姓 160 

足
道 具 100 141 99 

軽
諸 職 人 39 36 97 79 

臣 船 手 740 273 599 525 

他 104 273 207 30 

3388人 3873人 7543人 5977人

陪 臣 8390人 10073人

iコh、 計 12263人 16050人

表（5)

註）「泰盛院様御印張」（明暦2年）、「元禄八年着到全」（元禄8年）、「光茂公御代与
着到」（元禄8年）、「弘化二巳年惣着到」（弘化2年）、「御領中明細録」によって
作成。但し、「光茂公御代与着到」（金151冊）のうち、「鍋島図書与着到」は後欠
のため、「鍋島図書与着到」（元禄3年）を利用した。なお、弘化2年は、枠・孫
を含む。

七
四

（

お

）
る
。
ま
た
与
付
切
米
取
と
は
、

直
属
家
臣
団
の
構
成
単
位
で
あ

る
「
与
私
」
に
対
し
、
蔵
入
方

（

お

）

よ
り
分
与
さ
れ
た
切
米
取
の
こ

と
で
あ
り
、
藩
政
中
後
期
に
は

足
軽
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
諸
職
人
と
は
、
大
工
・
鍛

冶
・
鷹
師
等
の
総
称
で
あ
る
。

ま
た
御
徒
・
新
御
徒
は
格
式

上
、
手
明
鑓
と
足
軽
の
中
聞
に

位
置
づ
け
ら
れ
藩
政
中
期
以
降

に
設
定
さ
れ
た
。

陪
臣
は
、
軍
役
規
定
に
基
づ

き
各
家
臣
が
召
抱
え
る
階
層
で

あ
る
。
表
中
、
侍
、
御
徒
・
新

御
徒
お
よ
び
与
付
切
米
取
（
足

て軽

fこ告の

表部
でが
は陪
元臣
禄を
八召
年抱
おえ

よ
び
安
政
元
年
段
階
で
の
陪
臣



数
を
示
し
た
。
し
か
し
、
陪
臣
自
ら
陪
臣
を
召
抱
え
る
場
合
も
あ
り
、
分
限
帳
に
陪
臣
数
が
記
載
さ
れ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
全
陪
臣
数

を
示
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
藩
陪
臣
の
総
数
を
は
じ
め
．
そ
の
実
態
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
表
中
の
数
値
は
一
応
の
目
安
と

し
て
掲
げ
た
。
以
上
の
よ
う
な
点
を
確
認
し
た
上
で
、
具
体
的
な
分
析
を
加
え
る
と
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
侍
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
明
暦
二
年
か
ら
元
禄
八
年
段
階
に
か
け
て
漸
増
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
が
、
弘
化

t
安
政
期
の
幕
末
段

階
に
お
い
て
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。
藩
政
中
期
以
降
の
増
加
現
象
は
手
明
鑓
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
、
与
付
切
米
取
・
足
軽
層
は
藩

政
金
期
を
通
じ
て
増
加
し
て
い
る
と
と
が
解
る
。

こ
れ
ら
侍
・
手
明
鎚
・
足
軽
層
の
増
加
傾
向
に
対
し
、
船
手
（
御
船
頭
・
水
夫
層
）
は
藩
政
初
中
期
に
か
け
て
三
分
の
一
以
下
に
減
少

し
て
い
る
。
乙
れ
は
家
臣
団
の
戦
時
動
員
体
制
的
性
格
が
弱
化
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
幕
末
期
再
び
増
加
し
た
の
は
、
長

崎
警
備
を
通
じ
た
外
圧
の
認
識
に
よ
る
軍
事
力
強
化
路
線
の
一
環
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
は
い
え
、
藩
政
確
立
期
の
水
準

に
及
ん
で
い
な
い
の
は
、
西
洋
軍
事
力
、
と
く
に
軍
艦
導
入
に
よ
る
封
建
的
な
船
手
体
制
の
変
容
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
一
枚

陪
臣
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
総
数
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
も
の
の
、
元
禄
八
年
の
八
三
九

O
人
よ
り
安
政
元
年
の
一

O
O七

三
人
と
約
二

O
M
の
増
加
は
、
藩
政
中
後
期
に
お
け
る
陪
臣
増
加
の
傾
向
を
お
よ
そ
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
船
手
を
除
け
ば
侍
・
手
明
鎚
・
与
付
切
米
取
（
足
軽
）
お
よ
び
陪
臣
の
い
ず
れ
の
階
層
も
増
加
し
て
お
り
、
就
中
、
藩

政
中
後
期
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
と
と
が
注
目
さ
れ
る
。

で
は
次

κ、
侍
層
の
増
加
に
つ
い
て
そ
の
構
成
的
展
開
の
特
色
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
附

t
附
は
佐
賀
藩
に
お
け
る
侍
の
石
高
別

〈

出

）

構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
表
よ
り
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
と
と
は
、
時
代
が
下
降
す
る
に
従
っ
て
侍
数
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

第
二
に
物
成
・
切
米
・
扶
持
別
に
み
た
場
合
、
切
米
・
扶
持
層
の
増
加
傾
向
で
あ
る
。
切
米
の
場
合
、
明
暦
二
年
段
階
で
は
一

O
O六

石
で
四
五
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
元
禄
八
年
段
階
で
は
五
三
四
一
石
、
一
七
六
人
と
増
加
し
、
嘉
永
田
年
段
階
で
は
一
八
九
八
九

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

七
五



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

家臣団石高別構成（侍〉

1；；.：ヤ 物 ！戊 切 米 扶 j~j 計（%）

平a 百
3' 

主l
3人( 0.7%) 10000～ 60,831. 60,831. (34.7%) 

5000～10000 18,080. 3 18,080. (10.3 ) 3( 0.7 ) 

3000～5000 18,683.1 5 18,683.1 (10.7 ) 5( 1.2 ) 

2000～3000 40,655.5 5 40,655.5 (23.2 ) 5( 1.2 ) 

1000,～2000 2,280. 2 2,280. ( 1.3 ) 2( 0.5 ) 

500～1000 6,263.2 10 6,263.2 ( 3.6 ) 10( 2.6 ) 

300～500 4,851.5 14 4,851.5 ( 2.8 ) 14( 3.5 ) 

200～300 3,556.2 15 3,556.2 ( 2.0 ) 15( 3.7 ) 

100～200 8,521.58 69 150.石 l人 8,671.58 ( 5.0 ) 70(17.3 ) 

50～100 6,770.21 103 50. 6,820.21 ( 3.9 ) 104(25目7 ) 

20～50 3,276.3208 94 451. 19 3,727.3208( 2.1 〕 113(27.9 ) 

0～20 324.43 37 355. 24 679.43 ( 0.4 ) 61 (15.0 ) 

石 , 石 人 ー， 人 ,, 人

（%） 
174,093.048 360 1.006. 45 。。 175,099.048 405 

(99.4%) (88.9) (0.6〕(11.1) (0) (0) (100.0%) (100.0%) 

明暦2年表（6)

註）「泰盛院様御印張J（明暦2年8月E毎日）より作成。

七
六

家臣団石商別構成（侍〉

＼石＼刊~）：、f〕＼陽線 物 Ii成 切 米 扶 持 計（%）

,, 否

3 
,, 

3人( 0.5%) 10000～ 60,831. 60,831 (36.5%) 

5000～10000 33,444.4 4 33,444.4 (20.1 ) 4( 0.7 ) 

3000～5000 14,608. 4 14,608. ( 8.8 ) 4( 0.7 ) 

2000～3000 11,350.5 5 11,350.5 ( 6.8 ) 5( 0.9 ) 

1000～2000 3,800. 3 3,800. ( 2.3 ) 3( 0.5 ) 

500～1000 7,158. 11 7,158. ( 4.3 ) 11( 1.9 ) 

300～500 5,953.4 17 5,953.4 ( 3.4 ) 17( 3.0 ) 

200～300 4,043.95 18 4,043.95 ( 2.4 ) 18( 3.1 ) 

100～200 9,379目064 80 1,450.右 11人 10,829.064( 6.5 ) 91(15目9 ) 

50～100 6,117.6 98 720. 12 108.宅l 2人 6,945.6 ( 4.2 ) 112(19.6 ) 

20～50 4,228目525 128 2,415. 101 6,643.525( 4.0 ) 229(40.0 ) 

。～20 290目85 21 756. 52 39.6 3 1,086.45 (0.7 ) 76(13.2 ) 

（%） 

人 石 人 ,, 人 ,; 人

161,205.28 392 5,341. 176 147.6 5 166,693.88 
57~100.0%) (96.7%) (68.4) (3.2) (30.7) (0.1) (0.9) (100.0%) 

元禄8年表（7)

註）「元禄八年着到全」（元禄8年9月15日）より作成。



家臣団石高別構成（侍〉

石＼高＇主 1'~形＼態 物 lix l;IJ 米 扶 持 言l・C%)

石 ヨl
3 

石

3人( 0.2%) 10000～ 60.831. 60,831. (34.2%) 

5000～10000 33.444.4 4 33,444.4 (18.8 ) 4( 0.3 ) 

3000～5000 14.608. 4 14.608. ( 8.2 ) 4( 0.3 ) 

2000～3000 9,325.5 4 9,325.5 ( 5.2 ) 4( 0.3 ) 

1000～2000 3.600. 2 3,600. ( 2.0 ) 2( 0.2 ) 

500～1000 3.700. 6 3,700. ( 2.1 ) 6( 0.5 ) 

300～500 2,380. 7 2.380. ( 1.3 ) 7( 0.6 ) 

200～300 5,570. 25 200.石 1人 5,770. ( 3.2 ) 26( 2.1 ) 

10砂～200 10,564.114 84 1.395. 12 11,959.114( 6.8 ) 96( 7.6 ) 

50～100 6.789.428 102 3,482.4 59 315.石 5人 10,586.828(5.9 ) 166(13.2 ) 

20～50 3.241.09 100 13,646.675 515 1.958.7 64 18,846.465(10. 7 ) 679(54.0 〕
0～20 126,5 9 265.5 18 2,507.4 233 2.899.4 ( 1.6 〕260(20.7 ) 

（%） 

,; 人 有， 人 ,; 人 石 人

154,180.02 350 18,9~9.57~ 605 4,781.1 302 177,950.69 1.257 
86.6%) (27.8) 10.7 (48.2) (2.7) (24.0) (100.0%) (100.0%) 

嘉永4年表（8)

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

右
五
斗
七
升
五
合
、
六

O
五
人
と
飛
躍
的
に
ふ
え
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い

全
構
成
中
に
占
め
る
比
率
も
石
高
で
は

0
・
六
%
（
明
暦
二
年
）
か
ら
三

二
形
（
元
禄
八
年
）
、

一
0
・
七
Mm
（
嘉
永
四
年
）
、
ま
た
人
数
の
場
合

も

一
一
・
一
%
（
明
暦
二
年
）
、

三

0
・
七
Mm
（
元
禄
八
年
）
と
増
加

し
、
幕
末
段
階
で
は
四
八
・
二
Mm
（
嘉
永
田
年
）
と
全
侍
層
の
約
半
数
が

切
米
取
家
臣
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
扶
持
の
場
合
は
、

藩
政
初
期
の
段
階
で
皆
無
だ
っ
た
も
の
が
、
幕
末
段
階
で
は
石
高
四
七
八

一
石
一
斗
、
人
数
三

O
二
人
と
そ
れ
ぞ
れ
二
・
七
Mm、
二
四
・

O
M
mの
構

成
比
率
を
占
め
て
い
る
。

第
三
に
、
以
上
の
よ
う
な
切
米
・
扶
持
層
の
著
し
い
増
加
傾
向
に
対
し

守註）「分限着到J（嘉永4年）より作成。

て
、
物
成
層
の
停
滞
な
い
し
漸
減
傾
向
で
あ
る
。
ま
ず
石
高
に
注
目
す
る

と
、
明
暦
二
年
段
階
で
は
一
七
四

O
九
三
石
四
升
八
合
で
、
石
高
構
成
の

九
九
・
四
Mmを
占
め
て
い
た
も
の
が
、
元
禄
八
年
段
階
で
は
一
六
一
二

O

五
石
二
斗
八
升
で
九
六
・
七
Mmと
低
下
し
、
幕
末
の
嘉
一
永
田
年
段
階
で
は

一
五
四
一
八

O
石
二
升
と
減
少
傾
向
が
継
続
し
て
お
り
構
成
比
率
は
八
六

－
六
Mm
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
れ
に
対
し
、
人
数
は
明
暦
二
年
三
六

O

入
、
元
禄
八
年
三
九
二
人
、
嘉
永
四
年
三
五

O
人
と
推
移
し
て
い
る
も
の

の
．
切
米
・
扶
持
層
の
顕
著
な
増
加
に
比
較
す
れ
ば
大
き
な
変
化
は
認
め

ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
侍
の
総
数
が
切
米
・
扶
持
層
の
形
成
に
よ
り
多
く

七
七



佐
賀
藩
家
包
囲
編
成
の
諸
段
階

な
っ
て
い
る
の
で
、
物
成
層
の
占
め
る
構
成
比
率
は
八
八
・
九
Mmか
ら
六
八
・
四
労
、
さ
ら
に
幕
末

期
に
は
二
七
・
八
Mmに
落
ち
込
ん
で
い
る
。

第
四
に
、
右
に
み
た
よ
う
に
．
物
成
層
の
場
合
、
石
高
が
漸
減
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
人
数

的
な
変
化
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
と
と
は
、
物
成
層
一
人
当
り
の
平
均
石
高
が
減
少
し
て
い
る
と
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
物
成
層
の
石
高
減
少
分
が
切
米
・
扶
持
層
の
形
成
に
充
当
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
五
に
、

五
O
石
以
下
の
下
級
家
臣
層
の
増
加
で
あ
る
。
明
暦
二
年
に
お
い
て
五

O
石
以
下
の
階

層
は
石
高
で
四
四

O
六
石
七
斗
五
升
八
夕
で
全
体
の
二
・
五
%
、
ま
た
人
数
は
一
七
四
人
で
四
二
・

元
禄
八
年
で
は
、
七
七
二
九
石
九
斗
七
升
五
合
（
四
・
七
Mm）‘

三
O
五
人
（
五
三
・
二
労
）
と
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
嘉
永
田
年
段
階
に
は
一
二
七
四
五
石
八
斗
六

と
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

九
Mm
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、

升
五
合
（
二
一
・
二

Mm）．

九
三
九
人
（
七
四
・
七
Mm）

る
。
乙
の
よ
う
に
五

O
石
以
下
の
階
層
が
藩
政
中
後
期
に
か
け
て
石
高
・
人
数
と
も
に
飛
躍
的
な
増

加
を
遂
げ
た
の
は
、
切
米
取
で
ニ

O
O石
台
、
扶
持
取
で
五

O
I
一
O
O石
台
を
上
限
と
す
る
下
級

の
切
米
（
扶
持
）
取
の
増
大
が
背
景
に
あ
る
。
乙
の
よ
う
に
し
て
、
幕
末
段
階
の
家
臣
層
に
お
い
て

は
、
下
級
者
に
そ
の
構
成
的
な
中
心
が
あ
る
切
米
・
扶
持
取
層
が
、
人
数
で
は
物
成
層
を
凌
駕
す
る

に
お
よ
び
（
嘉
永
田
年
段
階
、
切
米
・
扶
持
取
層
は
九

O
七
人
と
な
り
、
侍
層
の
七
二
・
二
%
に
相

当
す
る
）
．
家
臣
団
構
成
上
、
中
心
的
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
表
附

i
間
よ
り
、
藩
政
中
後
期
に
お
け
る
下
級
の
切
米
・
扶
持
取
層
の
広
範
な

形
成
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
前
掲
表
問
に
み
ら
れ
る
手
明
鑓
や
足
軽
の
増
加
、
あ
る
い
は
御

七
J¥ 

佐賀藩における物成高・切米高の推移

ι訴とJ吃 明暦2 元禄8 弘化～嘉永期

174,093百.048 
イ1 不3

物 成 161,205.28 154,179.91 

切 米 24,875.14 24,555.14 51,762.815 

計 198,968.18 185,760.42 205,942.72 

表作）

註〕「泰盛院様御印帳」（明麿2年）・「元禄八年着到全」・「光茂公御代与着到JC全15冊
元禄8年）・「弘化二巳年惣着到」・「分限着到」（嘉永4年）より作成。



徒
・
新
御
徒
が
創
設
さ

れ
た
ζ
と
と
相
即
し
、

切
米
（
扶
持
）
高
の
増

加
を
促
す
。
表
聞
は
佐

賀
藩
に
お
け
る
物
成
高

と
切
米
一
高
の
推
移
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
と

直臣（侍・手明鎚〉取立後の切米・
扶持高（明和7～文政4年〉

石 高 切米 扶持 計

100石以上 2人 2人
50石以上100石未満 3 3 

20石～50石 12 8人 20 

10石～20石 1 13 14 

10石未満 8 3 11 

計 26人 24人 50人

註）「治茂公御代被召出候人倍又手明鑓以
下立身被仰付人名sl在石数書抜」および
「当御代様被百出候入信又手明鑓以下
立身被仰付候人名11石数書抜」（いず
れも「鍋島主水家文書」＜早稲田大学
図書館蔵＞所収）より作成。

の
表
中
、
物
成
高
に
は

寺
社
知
行
分
・
内
儀
方

知
行
分
が
含
ま
れ
ず
、

家
臣
層
へ
の
給
付
分
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
切
米
高
の
項
に
は
扶
持
高
を
含
み
、

さ
ら
に
役
米
・
加
米
を
加
え
て
い
る
。
と
の
表
よ
り
物
成
高
が
漸
誠
傾
向
に
あ
る

表（10)

の
に
対
し
て
、
切
米
高
が
元
禄
期
以
降
急
速
に
増
加
し
て
い
る
と
と
が
明
ら
か
で

あ
り
、
幕
末
期
に
お
い
て
は
藩
政
中
期
の
二
倍
強
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
増
加
分

は
、
藩
政
中
後
期
に
新
た
に
形
成
さ
れ
て
き
た
侍
層
の
切
米
・
扶
持
取
お
よ
び
手

明
鑓
、
御
徒
・
新
御
徒
、
足
軽
層
（
以
上
の
家
臣
層
に
つ
い
て
本
稿
で
は
下
層
切
米

取
層
と
仮
称
す
る
〉

へ
の
給
与
分
と
し
て
主
に
充
当
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

茂
公と
御 ζ

代ろ
被で
召「
出鍋
候島
人主
催水
又家
手文
明書
鑓」
以〈
で早

主習

I芸
仰ず
ι 図

ス霊
名麗
並）
石の
警な
豆か
とに

お「
よ治

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

直臣（侍・手明鑓）取立パターン（明和7～文政4年〉

取 立 rl: タ 一 ン 人 数

①三家・親類・問格・家老の家来一→侍 18人
②侍の停・次男・弟一一＋侍 10 
③手明鑓の倖・次男・弟ー→侍・一代侍 6 
④江戸御用聞・京都銀主・医師・京都

7 御出入20人扶持ー＋侍・一代侍・家中

⑤家来ー令手明鑓 1 
⑥手明鑓の伴・次男・伯父ー→手明鑓 4 
⑦御徒の停・弟ー→手明鎚・一代手明鑓 3 
⑧大工棟梁ー→手明鑓 1 

計 50人

表（11)

七
九

註）「治茂公御代被召出候入信又手明鑓以下立身被御付人名並石数寄抜」
「当御代様被百出候入信又手明鑓以下立身被仰付候人名井石数寄抜」より作成。



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

（

斉

直

》

び
「
当
御
代
様
被
召
出
候
入
信
又
手
明
鑓
以
下
立
身
被
仰
付
候
人
名
弁
石
数
書
抜
」
と
い
う
二
つ
の
史
料
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
に

よ
れ
ば
、
明
和
七
年
よ
り
文
政
四
年
、
つ
ま
り
下
層
切
米
取
層
が
広
範
に
形
成
さ
れ
て
い
た
時
期
に
お
け
る
、
侍
お
よ
び
手
明
鑓
の
新
規

ハお）

取
立
の
傾
向
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
ζ

と
が
で
き
る
。
表
側
・
聞
は
、
乙
の
史
料
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
表
側
か
ら
、
と
の
時
期
の
芭
臣
取
立
の
中
心
が
、
五

O
石
未
満
の
切
米
取
な
い
し
扶
持
取
層
で
あ
っ
た
ζ

と
が
知
ら
れ
、
前
掲
表

附

t
聞
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
事
実
を
裏
付
け
て
く
れ
る
。

表
仰
は
取
立
パ
タ
ー
ン
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
の
表
よ
り
指
摘
で
き
る
と
と
は
第
一
に
、
三
家
〈
三
支
藩
）
、
親
類
、
親
類
同

格
と
い
う
大
配
分
H
「
備
」
編
成
お
よ
び
家
老
の
陪
臣
（
家
来
）
よ
り
侍
に
取
立
て
ら
れ
た
例
が
多
い
乙
と
で
あ
る
。
と
れ
ら
上
層
家
臣

の
陪
臣
は
、
本
来
、
藩
主
直
臣
（
侍
）
に
系
譜
す
る
も
の
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
上
層
家
臣
の
陪
臣
と
直
臣
と
の
異
動
は
、
か
な
り
流
動

（

U
H〉

的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

iへ。

第
二
に
、
侍
や
手
明
鑓
・
御
徒
の
伴
が
取
立
て
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
と
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
下
層
家
臣
に
お
い
て
も
、
乙
の
時

ハお）

期
に
は
世
禄
制
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
伴
役
目
定
」
（
宝
暦
十
年
）
と
い
う
軍
役
規
定
の
成
立

（盟副〉

や
が
て
．
分
限
帳
へ
の
伴
・
孫
等
の
記
載
が
一
般
化
す
る
の
で
あ
る
。

が
そ
の
と
と
を
物
語
っ
て
お
り
、

第
三
に
、
伴
に
と
ど
ま
ら
ず
次
男
・
弟
・
伯
父
等
か
ら
の
取
立
が
み
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
．

い
わ
ば
分
家
取
立
が
一
般

化
し
つ
つ
あ
る
と
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

表
側
・
仰
は
、
侍
、
手
明
鑓
へ
の
新
規
取
立
の
み
を
示
し
て
い
る
が
、
足
軽
等
へ
の
取
立
の
場
合
、
農
民
か
ら
の
直
接
取
立
が
み
ら
れ

る
。
そ
の
際
、
農
民
層
か
ら
の
取
立
が
無
秩
序
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、

〈

正

徳

二

年

九

月

一

三

日

）

、

、

、

、

（

釘

〉

一
同
日
、
神
埼
小
川
村
百
姓
久
内
、
佐
嘉
上
飯
盛
村
百
姓
三
太
左
衛
門
ト
申
ス
両
人
、
親
孝
行
者
之
由
達
御
聴
、
足
軽
召
成
サ
ル

の
よ
う
に
、
親
孝
行
等
に
典
型
的
な
封
建
倫
理
的
価
値
観
、
あ
る
い
は
庄
屋
役
勤
励
と
い
う
よ
う
な
領
主
支
配
体
制
を
正
統
化
す
る
価
値

観
等
を
背
景
に
な
さ
れ
る
と
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
と
の
と
と
は
、
視
点
を
変
え
れ
ば
農
民
を
初
め
と
す
る
被
支
配
者
層
に
お
い
て
両
価



値
観
が
変
容
し
て
い
た
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
被
支
配
者
か
ら
の
家
臣
取
立
は
そ
の
よ
う
な
社
会
的
変
動
へ
の
領
主
的
対
応
と
い
う

性
格
を
併
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
藩
政
中
後
期
に
み
ら
れ
る
下
層
切
米
取
層
の
広
範
な
形
成
は
、
軍
役
体
制
の
軽
減
を
前
提
と
し
、
陪
臣
層
と
直
臣

層
の
身
分
的
流
動
性
、
下
層
家
臣
に
お
け
る
世
禄
制
や
分
家
取
立
成
立
に
み
ら
れ
る
武
家
社
会
の
「
家
」
制
度
の
変
質
、
幕
藩
制
社
会
の

変
動
に
伴
う
被
支
配
者
レ
ベ
ル
で
の
諸
価
値
観
の
変
容
等
が
、
そ
の
歴
史
的
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
乙
の
よ
う

な
経
緯
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
下
層
家
臣
層
は
、
藩
家
臣
団
の
存
在
形
態
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、

直
属
家
臣
団
の
編
成
単
位
で
あ
る
「
与
私
」
の
機
能
お
よ
び
家
臣
団
の
在
郷
制
と
い
う
観
点
よ
り
右
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
と
と

に
し
よ
う
。

同
「
与
私
」
の
機
能

「
与
私
」
は
、

近
世
的
「
与
」
編
成
の
一
種
で
佐
賀
藩
直
層
家
臣
回
日
一
五
与
編
成
の
構
成
単
位
で
あ
る
と
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ

り
、
「
与
私
」
の
本
来
的
な
機
能
が
軍
事
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
ζ

と
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
。
承
応
三
年
、
藩
主
勝
茂
（
直

〈

曲

四

）

（

鈎

）

茂
の
子
、
一
節
参
照
）
が
孫
光
茂
に
あ
て
た
「
覚
書
」
に
は
、

（
承
応
三
年
一
一
月
一
四
日
）

一
右
六
組
頭
、
縦
差
替
候
共
句
組
之
人
数
は
今
の
乙
と
く
六
、
七
百
、
千
三
百
之
上
は
不
可
然
候
、
人
数
多
候
得
は
行
儀
／
り
兼
、
其

上
一
戦
之
刻
仕
損
候
時
、
一
組
之
人
数
共
、
一
所
は
役
ニ
不
立
物
－
一
候
故
申
義
候
事

一
小
馬
廻
之
儀
、
今
之
人
数
も
多
候
条
、
以
来
ハ
減
候
様
可
然
存
候
、
人
数
多
候
へ
ハ
下
知
難
メ
、
行
儀
悪
敷
相
成
物
ニ
候
、
其
時
ハ
、

（
麗
摩
藩
〉

惣
勢
相
乱
、
以
之
外
不
可
然
候
、
島
津
な
と
ハ
一
備
ニ
ニ
・
三
百
人
之
上
ハ
無
之
、
其
内
は
心
次
第
之
由
候
事

と
い
う
条
項
が
含
ま
れ
る
ω

「
与
私
」
（
六
組
H
の
ち
の
響
固
組
、
小
馬
廻
H
御
側
組
）
が
多
人
数
と
な
れ
ば
、
戦
時
に
お
け
る
指
揮
統
制

六
組
の
場
合
「
今
の
と
と
く
六
、
七
百
、
千
三
百
之
上
は
不
可
然
」
、
小
馬
廻
の
場
合
は
「
島
津
な
と
ハ
、

に
支
障
を
き
た
す
と
さ
れ
、

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

J¥. 



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

J¥ 

一
備

E
一
・
三
百
人
之
上
ハ
無
之
」
と
具
体
的
な
員
数
制
限
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。
前
掲
表
問
お
よ
び
附

t
閣
の
分
析
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
．
藩
政
初
中
期
に
お
い
て
家
臣
数
に
著
し
い
増
加
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
与
私
」
の
軍
事
的
機
能
の
保
持
を
領
主
権

力
が
強
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
．
前
掲
表
山
で
検
討
し
た
軍
役
体
制
の
推
移
と
も
相
即
す
る
の
で
あ

乙
の
と
と
は
、

る

（

岨

）

と
こ
ろ
が
、
藩
政
中
後
期
、
軍
役
体
制
が
軽
減
し
下
層
切
米
取
層
の
増
加
に
伴
う
「
与
私
」
の
規
模
拡
大
化
や
構
成
的
変
化
に
よ
り
、

機
能
的
に
は
軍
事
的
性
格
に
多
様
な
も
の
が
加
わ
り
、
む
し
ろ
、
後
者
の
方
が
藩
政
機
構
や
蕃
家
臣
団
の
再
生
産
に
と
っ
て
重
要
に
な
っ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

物
成
六

O
O石
で
格
式
と
し
て
は
着
座
に
あ
た
る
納
富
鍋
島
氏
は
、
近
世
期
を
通
じ
て
「
与
私
」
を
統
率
す
る
大
与
頭

を
、
享
保
一
九
年
九
月
よ
り
元
文
元
年
二
月
（
鍋
島
雅
敬
）
、
延
享
三
年
七
月
よ
り
宝
暦
一
二
年
六
月
（
同
正
興
）
．
寛
政
三
年
一

O
月
よ

（

H
U）
 

り
文
化
二
二
年
間
八
月
（
同
周
照
、
た
だ
し
享
和
二
年
一
二
月
に
与
替
）
、
天
保
二
年
九
月
よ
り
明
治
二
年
（
同
保
惰
）
の
計
四
回
、
約

（

m
M
）

（

m
M）
 

八
O
年
余
に
亘
り
勤
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
同
氏
の
日
記
に
は

と
こ
ろ
で
、

「
与
私
」
に
関
す
る
記
載
が
多
く
み
ら
れ
、
「
与
私
」
の
具
体
的
機
能
を

知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
同
日
記
の
分
析
を
踏
ま
え
た
近
世
中
期
以
降
の
藩
家
臣
固
に
関
す
る
報
告
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
の
で
詳
細

は
省
略
す
る
が
、
藩
政
中
期
に
お
け
る
「
与
私
」
の
機
能
に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①
軍
事
編
成
単
位
・

軍
令
伝
達
機
能
、
＠
武
具
・
馬
具
管
理
機
能
、
③
軍
事
調
練
機
能
、
④
法
令
伝
達
機
能
．
＠
家
臣
の
所
属
編
成
単
位
と
し
て
の
機
能
、
⑥

宗
門
改
・
人
改
機
能
、
⑦
切
米
帳
作
成
機
能
で
あ
る
。

①

t
③
機
能
は
、
「
与
私
」
が
本
来
有
し
て
い
た
軍
事
的
諸
機
能
で
あ
る
が
．
長
崎
警
備
を
除
け
ば
形
式
的
と
な
り
、
「
与
私
」
を
単
位

と
し
た
軍
事
調
練
も
い
わ
ば
儀
礼
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
軍
令
以
外
の
諸
法
令
が
、
「
与
私
」
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
た
乙
と
で
あ
る
（
④
機
能
）
。
図
凶
は
宝
暦
一

三
年
の
史
料
よ
り
、
藩
法
の
伝
達
系
路
に
つ
い
て
模
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
藩
法
伝
達
は
、
落
政
の
最
高
責
任
者
で
あ



藩法の伝達系路

藩

図（2〕

役
j
i
－－－
j
i
－－j
i
l
l－
「
当
役
」
系
路

寸
｜
｜
当

主

1
よ

7
親

類

一

丁

家

老

丁
鍋
島
一
学

丁
大
与
頭
：
：
・
・
・
：
；
「
与
私
」
系
路

寸
蔵
方
頭
人

丁
臨
時
方
相
談
役

丁
大
目
附

丁
勤
定
所
頭
人
・
同
相
談
役

「

目

附

（叫）

・5
彼
役
筋
差
出
相
成
候
様
、
組
扱
中
へ
相
達
成
ル

震
方

路

「重茂公御年譜」宝暦13年12月8日条より作成

る
当
役
、
親
類
・
家
老
等
の
上
層
家
臣
、

率
す
る
大
与
頭
、
蔵
入
方
・
臨
時
方
相
談
役
等
の
諸
役
方

「
与
私
」
を
統

と
い
う
四
系
路
あ
っ
た
と
と
が
知
ら
れ
、

「
与
私
」

lと
よ

る
家
臣
団
へ
の
法
令
伝
達
が
、
藩
法
の
諸
伝
達
系
路
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
と
と
が
解
る
。
家
臣
団
へ
の
法
令
伝
達
の

機
能
を
「
与
私
」
が
有
し
て
い
た
乙
と
は
、
各
家
臣
が
戦

時
の
み
な
ら
ず
、
日
常
的
に
「
与
私
」
と
い
う
編
成
単
位

を
前
提
に
、

そ
の
管
轄
下
に
存
在
し
て
い
た
ζ

と
を
示
し

各
役
方
も
、

註）

て
い
る
（
機
能
⑤
）
。
し
た
が
っ
て
、

（
安
一
四
年
三
月
）

一
三
月
御
掛
硯
方
帳
究
役
所
之
儀
御
改
正
ニ
付
、
引
合

之
人
相
増
侯
処
、
着
到
無
之
組
付
調
子
不
相
叶
候
条
、

侍
・
手
明
鎚
以
下
名
書
、
役
付
等
迄
致
書
載
、
与
々

（何日）

と
、
「
与
私
」
を
単
位
と
し
て
、
役
方
構
成
員
を
把
握
し
て
い
た
。
本
来
軍
事
的
構
成
単
位
（
番
方
）
と
し
て
創
出
さ
れ
た
「
与
私
」
が
、

職
制
機
構
（
役
方
）
の
再
生
産
を
補
完
す
る
役
割
を
併
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
家
臣
団
の
宗
門
改
・
人
改
や
他
領
出
入
の
監
視
・
調
査

（
機
能
＠
て
あ
る
い
は
切
米
恨
の
作
成
（
機
能
⑦
）
等
が
「
与
私
」
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、

む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
与
私
」
の
有
す
る
機
能
は
、
戦
時
を
前
提
と
し
た
箪
事
的
側
面
よ
り
も
、

日
常
的
に
家
臣
団
を
統
轄
す
る
と
い
う
側
面

が
重
要
と
な
り
、

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

そ
れ
に
伴
い
大
与
頭
を
補
佐
す
る
「
与
私
」
内
の
諸
役
担
当
者
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
表
聞
は
物
頭
担
当
階
層
に
つ

J¥ 



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

物頭の構成推移

道そK 元）内は禄切8米!fli（ 弘）内は化切2米取

3000～ 1人

2000～ 2 

1000～ 2 

500～ 4 

300～ 4 

200～ 11 3人

100～ 40 39( 1) 

50～ 36(1) 54(15) 

20～ 16(5) 29(27) 

0～ 4 

計 120(6) 125(43) 

表（12)

註）「光茂公御代与着到」（元禄8年）、「弘

化ニ巳年惣着到」より作成。

い
て
、
石
高
別
に
元
禄
八
年
と
弘
化
二
年
段
階
と
を
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。
物
頭
と
は
「
与
私
」
に
分
与
さ
れ
た
与
付
切
米

取
（
足
軽
）
層
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
小
「
与
」
を
管
理
す
る

八
年
の
場
合
、

者
で
あ
り
、
各
「
与
私
」
に
平
均
八
名
程
度
存
在
す
る
。
元
禄

一
五
「
与
私
」
の
物
頭
一
二

O
人
中
、
三

O
O

O
石
以
上
一
人
を
含
め
て
二

O
O石
以
上
が
二
四
人
数
え
ら
れ

る
。
乙
れ
に
対
し
て
弘
化
二
年
の
場
合
、
物
頭
総
数
は
一
二
五

人
で
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
も
の
の
、
階
層
的
に
は
三

0
0

石
以
上
が
皆
無
で
、
三

O
O石
t
二
O
O石
が
僅
か
に
三
人
と

J¥ 
四

与 心遣 ・与 扱の 石高

寛保2年 弘化2年

与 私 与心遣 物成高 与 私 与 扱 石高

鍋島弥平左衛門与私 成松新兵衛 200.石 鍋島弥平左衛門与私 亀田左馬助 ⑨45.石
鍋島；静万与私 深江六左衛門 300. 鍋島播磨与 私 小森覚右衛門 ⑨33.25 
多久蔵人与私 鍋島隼人与 私 江副杢之進 ⑨20. 
鍋島十太夫与私 鍋島市佑与 私 福田兵太夫 ⑨35. 
鍋島主水与私 多久民部 200. 鍋島主水与 私 宮富源蔵 ⑨20. 
鍋島官左衛門与私 深堀新左衛門 335. 鍋島孫六郎与私

岡部宮内与私 竹田八右衛門 254. 阿部杢之助与私 原 伊兵衛 ⑨40. 
有国勘解由与私 佐野幸兵衛 200. 大木主斗与私 岩村大三郎
相良求馬与私 相良十郎太夫 f辛 鍋島志摩与私 田中太右衛門 ⑨20. 
中野数馬与私 原田吉右衛門 300. 深江六左衛門与私 秀嶋与左衛門 ⑨25. 
納富十右衛門与私 納富庄兵衛 枠 鍋島周防与 私 蒲原蘇兵衛 ⑨20. 
鍋島左太夫与私 小川市左衛門 200. 鍋島左太夫与私 相原丈之進 ⑨20. 
江副彦次郎与私 坂部又右衛門与私

石井縫殿与私 石井勘解白’与私 石井権左衛門 ⑨25. 
執行七郎左衛門与私 成富十布衛門与私 於保作右衛門 ③ 9石

表（13)

註）「寛保二年着到全」、「弘化二巳年惣着到」より作成。
弘化二年の石高覧において、⑨は物成高、⑨は切米高、⑧は扶持高を示す



「
ふ
つ
＝
。

中
t

，
ナ
J

一
方
、
元
禄
八
年
段
階
で
は
六
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
切
米
取
が
、
弘
化
二
年
で
は
全
体
の
三
四
・
四
Mmに
当
た
る
四
三
人
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
物
頭
担
当
者
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
構
成
的
特
色
は
、
各
「
与
私
」
に
一
人
置
か
れ
た
与
心
遣
（
後
に
与
扱
）
に
も
同
様

に
み
ら
れ
る
（
表
日
参
照
）
。
か
か
る
「
与
私
」
内
の
諸
役
担
当
者
の
変
化
は
、

層
切
米
取
層
の
広
範
な
形
成
）
よ
り
必
然
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
「
与
私
」
の
機
能
変
化
に
伴
い
、
日
常
的
な
家
臣
団

藩
政
中
後
期
に
お
け
る
「
与
私
」

の
構
成
的
特
色
（
下

の
管
理
・
統
制
面
に
対
応
で
き
る
い
わ
ば
専
門
的
・
吏
僚
的
性
格
を
有
す
る
家
臣
層
が
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
与
私
」

lま

各
家
臣
に
と
っ
て
戦
時
に
お
け
る
軍
事
的
編
成
単
位
よ
り
む
し
ろ
日
常
的
な
所
属
構
成
単
位
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

佐
賀
藩
幕
末
期
の
分
限
帳
で
あ
る
「
弘
化
二
日
年
惣
着
到
」
に
は
、
各
家
臣
に
例
外
な
く
居
住
地
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

家
臣
在
郷
制

ば
、
侍
・
手
明
鑓
・
御
徒
・
足
軽
・
職
人
・
船
手
、
計
八
一

O
七
人
の
う
ち
、
城
下
町
居
住
者
は
二
六
八
二
人
の
三
三
・
一

Mmに
す
ぎ
な

い
。
つ
ま
り
、
家
臣
団
の
三
人
に
二
人
は
城
下
町
以
外
の
村
・
津
等
に
居
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
幕
末
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
在
郷
状
況
が
、
い
か
な
る
過
程
で
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い

が
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
在
郷
規
定
の
変
遷
を
示
し
た
表
凶
に
よ
れ
ば
、
藩
政
初
期
よ
り
家
臣
在
郷
が
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
と
と
が
推

察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
藩
当
局
は
元
和
四
年
に
最
初
の
在
郷
禁
止
規
定
を
示
達
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
改
訂
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
す
で
に
三
年
後
の
元
和
七
年
に
は
願
い
出
制
、
寛
永
五
年
四
月
に
は
知
行
五

O
O石
（
物
成
二
五

O
石
）
以
下
で
「
給
人

役
者
」
以
外
に
対
し
て
「
勝
手
次
第
」
と
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
七
ヶ
月
後
の
一
一
月
に
は
願
い
出
制
、
さ
ら
に
同
一
四
年
に
は
在
郷
禁

止
に
復
し
て
い
る
。
但
し
例
外
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
願
い
出
制
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
寛
文
一
二
年
に
は
在
郷
者
で
定
米
五

こ
の
寛
文
規
定
が
幕
末
期
ま

O
石
以
上
は
「
城
元
」
移
住
、
城
下
居
住
者
で
知
行
一

O
O石
（
物
成
四

O
石
）
以
上
は
在
郷
禁
止
と
し
、

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

八
五



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

で
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
家
臣
在
郷
に
関
す
る
臨
時
的
な
規
定
が

そ
の
後
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
享
保
飢
鰹
後
の
元
文
元

年
八
月
に
は
、

（
元
文
元
年
八
月
五
日
）

一
平
士
之
内
、
知
行
上
支
配
、
幼
少
、
長
病
、
其
外
無
役
之

人
、
在
郷
江
引
越
度
存
候
へ
ハ
、
当
秋
・
5
来
八
月
迄
者
、

可
為
勝
手
次
第
事

（

M
W）
 

但
．
在
郷
引
越
侯
人
ハ
寄
親
迄
可
申
達
事

と
い
う
法
令
が
示
さ
れ
、
知
行
地
の
上
支
配
、
幼
少
、
長
病
あ

る
い
は
諸
役
就
任
の
有
無
等
を
条
件
に
期
限
つ
き
で
在
郷
が
許

可
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
届
出
の
対
象
は
、
寄
親
つ
ま

り
「
与
私
」
内
の
物
頭
に
と
ど
ま
り
、
表
凶
に
お
い
て
寛
永

四
年
規
定
が
当
時
の
詰
役
（
多
久
茂
辰
、
藩
政
最
高
責
任
者
）

の
許
可
を
必
要
と
し
て
い
た
と
と
と
比
較
す
れ
ば
、
か
な
り
緩

和
さ
れ
て
い
る
。
在
郷
規
定
は
こ
の
よ
う
な
臨
時
的
な
い
し
制

限
付
規
定
を
通
し
て
、
い
わ
ば
な
し
く
ず
し
的
に
形
骸
化
し
て

い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
天
明
八
年
六
月
一

O
日）

一
六
月
十
日
御
城
下
諸
小
路
・
御
免
地
屋
敷
之
儀
、
御
家
中

住
居
仕
候
半
市
不
相
叶
拠
、
身
上
柄
之
人
々
も
在
郷
住
居

ー
、
」
＼

F
〆－

a

ノ

佐賀藩における在郷規定の変遷

年 代 規 定 内 n告... 出 典

元和4年 在 郷 君フ才主て 止 「坊所鍋島家文書」（『集成』 13)806 

元和7年 願 L、 出 指l
「諸法度；）f定置条々」（「直孝公御代」上

＜『長崎県史・史料編』第2＞所収）

寛永5年 4月
知行500石以下で「給人役 「泰盛院様御代御書抜」・「勝蔵公譜考補」

者」以外に対して「勝手次第」 4 （いずれも「鍋島家文庫」所収）

寛永5年11月 願 L、 出 指l
「定置条々 」（「直孝公御代」下〈才長崎県史・

史料編』第2＞所収）

在郷禁止。ただしやむなき

寛永14年 場合に限り、美作守（多久 「成富家文書」（「集成』 20)17 

茂辰）切手をもって許可

在郷者で定米50石以上は、

寛文12年
城元移住。

「御提条々 」
知行100石（物成40石）以上、

在郷禁止

表（14)

註）出典欄の『集成」とは『佐賀県史料集成Jを指す。



多
、
早
寛
者
年
々
ニ
抱
屋
敷
等
、
多
分
ニ
相
成
儀
－
一
而
者
無
之
哉
．
惣
〆
知
行
百
石
以
上
之
人
在
居
仕
候
儀
不
相
叶
段
、
御
印
帳
ニ

茂
御
書
載
有
之
候
処
、
口
ハ
今
之
通
ニ
而
者
不
及
然
候
、
依
之
今
般
左
之
通
被
相
極
候

一
小
路
住
居
致
来
候
身
上
之
面
々
、
在
方
利
移
候
儀
御
停
止
被

其
段
筋
々
相
伺
被
差
免
侠
上
、
引
移
侠
様
之
事

仰
付
置
た
る
儀
候
条
、
無
拠
引
越
候
半
而
不
叶
訳
も
於
有
之
者
、

一
抱
屋
敷
之
儀
、
明
屋
敷
林
ニ
而
畠
作
・
茶
悶
等
之
場
所
ニ
相
成
候
も
有
之
由
、
一
一
嚇
抱
屋
敷
を
致
所
持
、
家
を
も
不
相
立
儀
御
停

止
之
儀
、
右
之
通
ニ
市
者
屋
敷
弥
ケ
上
致
不
足
、
無
拠
在
居
い
た
し
候
半
市
不
相
叶
通
成
行
候
－
一
付
、
以
後
抱
屋
敷
之
儀
、
不
被

（絹）

相
叶
候
（
後
略
）

乙
の
史
料
は
、
天
明
八
年
段
階
に
お
け
る
佐
賀
城
下
町
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
な
か
で
「
惣
〆
、
知
行
百
石
以
上
之
人
在

居
仕
候
儀
不
相
叶
」
と
あ
り
、
表
凶
に
お
け
る
寛
文
一
二
年
規
定
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
「
城
下
諸
小
路
・
御

（時）

免
地
屋
敷
」
に
居
住
す
べ
き
比
較
的
上
層
の
家
臣
が
、
城
下
町
に
抱
屋
敷
・
名
目
屋
敷
を
所
持
し
な
が
ら
在
郷
す
る
た
め
、
城
下
町
に
お

け
る
屋
敷
数
が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
城
下
町
が
荒
廃
し
兼
ね
な
い
程
度
に
、
家
臣
在
郷
が
進
行

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
与
私
」
所
属
の
足
軽
層
に
お
い
て
は
、
彼
ら
へ
の
切
米
支
給
が
滞
り
、
「
与
役
」
遂
行
が
困
難
な
状
況
の
な
か
で
、
「
其
儀
（
切

米
支
給
引
用
者
註
）
不
被
相
叶
候
半
ハ
、
引
取
候
段
申
達
伊
と
、
在
郷
居
（
帰
）
住
を
ほ
の
め
か
す
と
い
う
深
刻
な
願
状
が
提
訴

さ
れ
る
例
が
み
ら
れ
る
（
安
永
九
年
二
月
）
。
言
及
す
る
ま
で
も
な
く
、
一
部
政
中
後
期
に
急
増
し
た
家
臣
の
多
く
は
切
米
取
で
あ
っ
た
わ

け
で
、
右
の
足
軽
屑
に
限
ら
ず
、

（
安
永
九
年
三
月
）

一
家
中
切
米
渡
方
之
儀
、
我
等
、
．
5
も
毎
々
申
聞
候
処
、
奴
今
不
相
渡
由
以
之
外
不
行
届
儀
－
一
雨
、
一
駄
家
中
之
儀
者
、
石
を
以
動
方
其

外
妻
子
を
も
致
養
育
儀
候
慮
．
何
を
以
可
致
相
続
哉
、
急
度
相
渡
候
様
可
仕
候
（
後
略
）

と
い
う
、
慢
性
的
な
切
米
支
給
の
滞
り
は
、
切
米
取
層
の
財
政
窮
乏
、
役
方
遂
行
不
能
、
さ
ら
に
は
在
郷
化
を
招
来
し
た
で
あ
ろ
う
と
と

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

;¥ 
七



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

｝＼ 
)¥ 

は
容
易
に
推
察
し
得
る
。

ま
た
、
下
層
家
臣
の
な
か
に
は
本
来
の
生
業
活
動
（
主
と
し
て
農
業
経
営
）
に
従
事
し
在
郷
し
た
状
態
で
召
抱
え
ら
れ
る
場
合
も
少
な

ハロ〉

く
な
か
っ
た
。
安
永
三
年
六
月
に
は
農
業
経
営
を
行
う
家
臣
の
上
納
米
未
進
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、

（
安
永
三
年
六
月
二
八
日
）

一
同
廿
八
日
、
去
々
年
御
改
正
付
而
、
御
蔵
方
江
被
相
渡
候
御
帳
之
内
ニ
、
給
人
上
納
相
滞
候
ハ
ハ
、
御
直
之
者
者
知
行
・
切
米
ぷ

（
陪
臣
）

御
取
納
、
又
内
者
主
人
江
可
被
相
懸
候
問
、
御
書
載
有
之
伎
、
鳥
ノ
子
御
帳
弁
御
代
々
様
御
印
帳
ニ
者
、
直
入
者
知
行
、
切
米
取

上
、
又
之
内
者
者
主
人
江
可
相
懸
と
御
座
候
、
此
節
之
御
帳
面
御
段
相
緩
ミ
候
様
相
聞
、
御
取
納
方
－
一
差
支
候
趣
ニ
御
蔵
方
8
相
違

候
、
右
之
通
付
而
ハ
、
以
前
よ
り
之
御
印
帳
之
遇
御
書
載
被
相
直
方
－
一
而
可
有
御
座
と
吟
味
仕
侯

と
藩
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
家
臣
が
上
納
米
未
進
を
行
っ
た
場
合
、
従
来
の
よ
う
に
知
行
・
切
米
を
没
収
す
る
の
か
（
「
烏

ノ
子
御
帳
」
や
藩
主
代
替
り
に
出
さ
れ
る
「
御
印
帳
」
規
定
）
、
従
来
の
規
定
を
緩
和
し
知
行
・
切
米
よ
り
未
納
分
を
取
り
納
め
る
の
み

と
す
る
の
か
（
「
去
々
年
御
改
正
」
に
伴
う
「
御
蔵
方
江
被
相
渡
侯
御
帳
」
規
定
）
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
改
訂
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

（笥）

乙
の
よ
う
な
議
論
の
背
景
に
は
、

ζ

乙
で
も
切
米
支
給
の
滞
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
藩
政
中
後
期
に
お
け
る
切
米
支
給
の
慢
性
的
滞
り
は
、
藩
か
ら
の
出
米
賦
課
あ
る
い
は
、
知
行
地
村
の
荒
廃
化
等

の
諸
要
素
と
複
合
的
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
家
臣
財
政
の
窮
之
化
を
進
行
さ
せ
、
乙
れ
が
家
臣
在
郷
の
主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
家
臣
在
郷
制
は
、
ま
さ
に
構
造
的
・
体
制
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。
本
項
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
、
幕
末
期
（
弘
化
二
年
）
段
階
で
家

臣
団
の
三
分
の
二
が
城
下
町
外
に
居
住
す
る
と
い
う
家
臣
在
郷
状
況
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

四

分
限
帳
の
帳
簿
組
織
と
そ
の
推
移

表
問
は
、
佐
賀
濯
に
お
け
る
家
臣
分
限
恨
の
帳
簿
組
織
と
そ
の
推
移
を
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
収
録
範
囲
は
、
藩
権
力
に
よ



佐賀藩における分限l阪の帳簿組織とその推移

｜誌と ⑤分限帳型 ⑥与者到型 ＠号若到毘苗型 ＠細分化型 ＠「仰」着到晋J 也陪臣着到型 ⑧綿鋳型

寛永 5 j!,J<五年懇話亘IJ!

同 14 鍋島主主ll!'-l'与語到

同 19 御函館万頃

鹿安元 田沢西!VJ五左太衛門央与私

最応元 鍋品主＊与'<1到

同 年 嗣日山崩j・lJ.iff到l

明麿 2 事盛院栂御叩桜 鉱山認援助’rn到

寛文元 品目1口紅願出＇J＇｝若到

同 年 鋲El主水＇，； :il)J;iJ

天和元 御家，f,'1)到 鍋日主水謂到

貞草 2 与若到（享保17写）

元禄 3 鍋品図持組軒到

同 8 元禄八年古車j全 （光15茂冊公）御代与田，11 'J!:.l立公淘代組昔到

同 10 ［組子調援〕

悶 12 鍋島主水与者到

宝永 6 古茂六公年調2聖代者始到宝i}c

享保叩 御家!:IJ米中的紐賀到町T

同 17 蝉.＼，日主水紺l古車l 平保十七年持者到

元文 5 〔各組内控）17冊

寛保元 鍋島主水組<i到 触内着到（鍋島山代）

同 2 寛保二年者J,J

寛延 Z 預組苦到（主水組）

宝暦 10 鍋島市之允銅器卸l 宝宗障致す公年箇省代リ

同 12 鍋店主水組酒日l

明和 7 組者J,J

安永 2 !Ji組者到（主水組）

文化元 〈格守寧紺到

同 2 治茂公御代智！'11:!lJ

文政 2 小組頭緩

天保 5 御留守役人緩

同 7 諸組宥到

天揮年間カ 分矧哲天男僻刊JJ!の永1ト4冊〉

弘化 2 弘化二C'J'!!'.'<'t到 御側出t人娘

嘉永 2 銀応周防与暗到

同 • 分限昔:!lJ

同 5 三重思想自格
安政 4 番焼結名書

同 5 寺島盟ザ 組私書協緊結〉

万延元 佐賀滋役人帳

文久元 役人講切F米n:r暖用集

元治元 佐賀韮拾六組持着到 佐賀蒋拾五組侍若到

慶応元 諸切来援

同 2 諸切米経

同 年 組迦切米鉄持方様

同 3 御（鍋家島中主薗水到） 

表（15)

佐
賀
藩
家
臣
団
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成
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九

註）「鍋島家文庫」所収の着到綴・与者到より作成。
同一年代・同一内容の着到阪が存在する場合、代表的と考えられるものを掲げた。

註〕 「鍋島家文庫」所収の者到帳・与着到より作成。
同一年代・同一内容の者到帳が存在する場合、代表的と考えられるものを掲げた。
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つ
ま
り
分
限
帳
作
成
の
実
態
を
解
明
す
る
と
い
う
観
点
よ
り
「
鍋
島
家
文
庫
」
所
収
史
料
に
限
定
し
た
。
し
た
が
っ

（
目
山
）

各
家
文
書
中
に
は
家
臣
が
自
ら
作
成
し
た
階
臣
団
分
限
帳
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
も
の
の
除
外
し
た
。
ま
た
、
「
与
私
」
の
大
与

頭
を
勤
め
た
家
文
書
に
残
存
す
る
「
与
私
」
軍
役
関
係
史
料
中
に
、
「
与
着
到
」
が
確
認
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
除
外
し

（

幻

）た
。
さ
ら
に
、
作
成
年
代
が
不
明
な
も
の
、
あ
る
い
は
写
本
が
存
在
し
て
も
原
本
作
成
年
代
が
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
も
外
し
た
。
と
の

る
家
臣
団
掌
握
．

て、た
め
、
表
凶
掲
載
の
分
限
阪
は
、
数
量
的
に
は
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

乙
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
軍
役
体
制
や
家
臣
団
編

成
の
推
移
等
の
諸
問
題
と
照
合
す
る
と
、
興
味
あ
る
事
実
を
確
認
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
以
下
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

各
分
限
帳
の
名
称
に
「
着
到
」
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
「
着
到
」
と
は
武
士
が
不
時
の
出
陣
命
令
や
変
事

（

回

）

の
突
然
を
聞
い
て
馳
せ
参
ず
る
行
為
を
い
い
、
そ
の
上
申
文
書
を
着
到
状
と
い
う
。
乙
の
文
書
形
式
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
成
立
し
、
大

（

的

）

名
領
国
制
の
形
成
に
伴
い
主
従
関
係
が
確
立
さ
れ
る
室
町
時
代
中
期
以
降
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
佐
賀
藩
の
分
限
帳
で
あ
る

第
一
に
、

「
着
到
」
（
「
惣
着
到
」
・
「
侍
着
到
」
・
「
与
着
到
」
）
は
、
中
世
期
の
文
書
形
式
で
あ
る
着
到
状
に
由
来
し
、

（

印

）

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
一
冊
の
書
冊
形
式
に
し

佐
賀
藩
に
お
い
て
、

は
、
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
領
主
権
力
が
竜
造
寺
氏
よ
り
鍋
島
氏
へ
交
代
す
る
と
い
う
、
落
体
制
成
立
の
歴
史
的
条
件
の
な
か

主
従
関
係
が
不
安
定
で
あ
っ
た
中
世
期
の
文
書
形
式
の
名
称
が
普
通
的
で
あ
っ
た
理
由

で
、
鍋
島
氏
が
旧
竜
造
寺
氏
家
臣
聞
に
対
し
て
相
対
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

（

日

）－つ。

分
限
帳
の
存
在
形
態
が
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ

第
二
に
、
分
限
帳
の
帳
簿
組
織
に
つ
い
て
で
あ
る
。
表
闘
で
は
、
＠
分
限
帳
型
、
＠
与
着
到
型
、
①
与
着
到
集
積
型
、
③
細
分
化
型
、

＠
「
備
」
着
到
型
、
①
陪
臣
着
到
型
、
＠
編
集
型
の
七
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
③
分
限
帳
型
と
は
、
家
臣
団
が
物
成
高
（
知
行
高
）

順
序
で
記
載
さ
れ
る
も
の
で
、
他
藩
の
家
臣
分
限
帳
に
も
一
般
的
に
み
ら
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

＠
与
着
到
型
と
は
、
「
与
私
」
単
位
に
作
成
さ
れ
た
分
限
帳
の
タ
イ
プ
で
「
与
着
到
」
と
呼
ば
れ
る
。

各
構
成
者
は
も
と
よ
り
役
目
お
よ
び
分
過
と
い
う
軍
役
負
担
内
容
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

乙
の
タ
イ
プ
に
は
、
「
与
私
」
の

「
与
私
」

の
構
造
や
具
体
的
な
軍
役
負



〈

位

）

担
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

①
与
着
到
集
積
型
と
は
、
文
字
通
り
⑥
与
着
到
型
を
集
積
し
て
一
五
与
編
成
を
単
一
（
一
冊
な
い
し
数
冊
）
の
分
限
帳
仕
立
て
に
し
た

⑥
与
着
到
型
に
記
載
さ
れ
る
軍
役
負
担
の
内
容
等
が
な
く
な
り
、
「
与
私
」
構
成
者
の
み
の
簡
便
な
形

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
際
、

式
と
な
っ
て
い
る
。

＠
細
分
化
型
と
は
、
触
内
と
い
う
階
層
の
み
を
記
載
し
た
「
触
内
着
到
」
．
手
明
鑓
や
足
軽
等
の
切
米
取
層
の
み
を
記
載
し
た
諸
「
切

米
帳
」
、
あ
る
い
は
足
軽
の
み
の
「
下
輩
着
到
」
（
表
仰
に
は
未
掲
載
、
天
保
期
以
降
の
作
成
か
）
、
さ
ら
に
「
組
迦
切
米
扶
持
方
帳
」
等

々
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
階
層
別
に
、
ま
た
は
「
小
組
頭
帳
」
、
「
役
人
帳
」
司
「
香
焼
詰
名
書
」
の
よ
う
に
職
制
別
と
い
う
具
合
に
、
従
来
の

「
与
私
」
の
粋
に
と
ら
わ
れ
ず
、
機
能
的
・
合
理
的
に
作
成
さ
れ
た
分
限
帳
で
あ
る
。

＠
「
備
」
着
到
型
と
は
、
藩
主
直
属
家
臣
団
で
あ
る
「
与
私
」
と
は
別
に
編
成
さ
れ
て
い
た
「
備
」
の
分
限
帳
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ

う
に
、
各
家
文
書
に
含
ま
れ
る
も
の
は
除
外
し
、
「
鍋
島
家
文
書
」
所
収
分
、

す
な
わ
ち
、

藩
主
権
力
に
よ
っ
て
作
成
（
な
い
し
は
い
わ

ゆ
る
指
山
山
形
式
か
）
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
み
を
掲
げ
て
い
る
。

①
陪
臣
着
到
型
と
は
、
各
家
臣
の
陪
臣
分
限
帳
で
あ
り
、
＠
「
備
」
着
到
型
と
同
様
の
趣
旨
で
、
「
鍋
島
家
文
庫
」
所
収
分
の
み
を
示

し
た
。
し
か
し
、

と
の
タ
イ
プ
の
分
限
帳
は
各
家
文
書
中
に
も
稀
少
で
、
各
家
に
お
け
る
具
体
的
な
陪
臣
の
存
在
形
態
を
検
討
す
る
上
で

貴
重
で
あ
る
。

最
後
に
⑧
編
集
型
と
は
、
数
ヶ
年
に
百
一
る
着
到
帳
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
分
類
着
到
」
は
、

そ
の
記
載
形
式
が
「
い
ろ

は
順
序
」
で
あ
り
、

ζ

の
タ
イ
プ
の
分
限
帳
は
藩
権
力
に
よ
る
家
臣
回
調
査
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

表
四
よ
り
第
三
に
指
摘
さ
れ
る
と
と
は
、
直
属
家
臣
団
を
記
載
し
た
分
限
帳
の
タ
イ
プ
が
、
元
禄

t享
保
期
を
画
期
と
し
て
＠
分
限
帳

型
よ
り
①
与
着
到
集
積
型
に
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
佐
賀
藩
軍
役
体
制
が

こ
れ
に
伴
い
、
藩
政
中
後
期
に
か
け
て
下
層
切
米
取
層
が
広
範
に
形
成
さ
れ
、

元
禄
J
享
保
期
以
降
軽
減
し
た
こ
と
、

「
与
私
」

の
規
模

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

が
拡
大
し
た
こ
と
、
か
か
る
諸
契
機
に
よ
り
「
与
私
」
の
機
能
が
軍
事
的
側
面

か
ら
、
家
臣
団
の
日
常
的
な
所
属
編
成
単
位
と
し
て
の
側
面
が
強
ま
っ
た
と
と

等
が
想
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
従
来
の
＠
分
限
帳
型
よ
り
も
む
し
ろ
、
各
「
与

私
」
を
基
準
に
作
成
さ
れ
た
①
与
着
到
集
積
型
の
方
が
、
家
臣
団
の
合
理
的
・

機
能
的
把
握
に
と
っ
て
、
よ
り
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
①
与

着
到
集
積
型
が
、
形
態
的
に
は
＠
与
着
到
型
を
集
積
し
た
も
の
で
あ
っ
た
も
の

の
、
軍
役
負
担
内
容
の
記
載
が
な
く
な
っ
た
乙
と
は
、
藩
政
中
期
以
降
に
お
け

る
軍
役
体
制
の
軽
減
と
い
う
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
表
叩
よ
り
直
接
確
認
で
き
な
い
が
、
分
限
帳
の
表
示
方
式
が
、
寛

永
期
に
知
行
高
表
示
で
あ
っ
た
も
の
の
、
明
暦
期
よ
り
知
行
高
と
物
成
高
の
並

記
方
式
と
な
り
、
享
保
期
以
降
は
、
物
成
高
表
示
方
式
に
統
一
さ
れ
た
と
と
で

あ
る
（
表
問
参
照
）
。
乙
の
と
と
は
、
前
掲
表
山
で
軍
役
規
定
を
検
討
し
た
際

に
指
摘
し
た
物
成
知
行
制
原
則
が
、
分
限
帳
上
で
物
成
表
示
方
式
と
し
て
定
着

し
て
い
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。

第
五
に
、
幕
末
期
、
と
く
に
天
保
期
以
降
に
な
る
と
、
旧
来
み
ら
れ
な
か
っ

た
形
式
の
分
限
帳
が
作
成
さ
れ
る
と
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
＠
細
分
化
型
が
集
中

的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
れ
は
、
下
層
切
米
取
屑
が
落
政
中
後
期
に
広

範
に
形
成
さ
れ
て
き
た
乙
と
（
切
米
帳
・
扶
持
方
帳
の
作
成
）
と
同
時
に
、
幕

末
期
藩
政
に
お
い
て
、
役
方
H
H
職
制
機
構
が
い
わ
ば
新
し
く
組
織
（
役
人
帳
の

九

佐賀藩分限帳の表示方式

分限帳 （着到帳） 知行高表示 物成高表示

寛永五年惣着到 。
御国惣万帳（寛永19) 。
泰感院様御印帳（明暦2) 。 。
天和元年御家中着到 。 。
元禄八年着到 。 。
享保十七年侍着到 。
寛保二年着到 。
明和七年組着到 。
治茂公御代惣着ill（文化2) 。 。
弘化ニ巳年惣着到 。
分限着ii)（嘉永4) 。
元治元年佐賀藩拾六紐侍着到 。

表（16)



作
成
）
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
（
藩
政
改
革
）
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
＠
「
備
」
着
到
型
が
作
成
（
な
い
し
指
出
）
さ
れ

て
い
る
。
乙
れ
は
、
従
来
「
与
私
」
と
「
備
」
と
い
う
二
元
的
な
編
成
形
態
を
と
っ
て
い
た
家
臣
団
編
成
に
対
し
、
藩
主
権
力
が
権
力
の

一
元
的
な
落
家
臣
団
編
成
へ
の
再
編
、
な
い
し
「
備
」
編
成
に
対
す
る
統
制
・
掌
握
強
佑
を
企
図

集
中
化
、
軍
事
力
強
佑
の
目
的
よ
り
、

し
て
い
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
①
与
着
到
集
積
型
に
お
い
て
も
新
し
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
弘
化
二
巳
年
惣
着
到
」

に
は
、
家
臣
在
郷
制
へ
の
権
力
的
掌
握
を
目
的
に
、
各
家
臣
居
住
地
が
例
外
な
く
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
従
来
み
ら
れ
な
か
っ
た

記
載
方
式
で
あ
る
。
さ
ら
に
元
治
元
年
の
「
佐
賀
藩
拾
六
組
侍
着
到
」
と
「
佐
賀
藩
拾
五
組
侍
昌
弘
明
」
は
、
前
者
が
文
字
通
り
「
与
私
」

を
構
成
す
る
侍
の
み
の
記
載
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
「
与
私
」
別
に
手
明
鑓
の
み
を
記
載
し
て
お
り
、
両
者
が
い
わ
ば
セ
ッ
ト
を
な

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
天
保
期
以
降
に
お
け
る
新
た
な
分
限
帳
の
出
現
は
、
藩
権
力
が
旧
来
の
家
臣
聞
編
成
に
対
す
る
改
革
を
試
み
て

い
る
乙
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
分
限
帳
の
帳
簿
組
織
と
そ
の
推
移
は
、
軍
役
体
制
や
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階
に
対
応
し
規
定
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

四
節
に
亘
り
考
察
し
て
き
た
諸
問
題
を
相
互
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階
を
確
定
し
て
お
乙
う
。

第
一
期
（
天
正
二

O
年

t元
和
七
年
）
は
、
豊
臣
政
権
よ
り
朝
鮮
出
兵
を
命
じ
ら
れ
た
鍋
島
氏
が
朝
鮮
渡
海
陣
立
の
一
部
と
し
て
、
独

自
に
「
与
」
（
の
ち
の
「
与
私
」
）
編
成
を
創
出
し
た
乙
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
一
方
で
前
領
主
で
あ
る
竜
造
寺
氏
の
一
門
家
臣
の
陪
臣
団

が
自
立
的
に
存
在
し
て
い
た
。
領
主
権
力
が
交
替
し
て
成
立
す
る
と
い
う
特
異
な
歴
史
的
条
件
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
ζ

の
よ
う
な
編
成

形
態
は
、
藩
主
直
属
家
臣
回
日
「
与
私
」
と
竜
造
寺
氏
一
門
を
初
め
と
す
る
上
層
家
臣
の
陪
臣
団
U

「
備
」
と
い
う
佐
賀
藩
家
臣
団
の
基

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九



佐
賀
落
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九
四

本
編
成
と
し
て
定
着
し
〈
元
和
七
年
て
幕
末
期
ま
で
存
続
す
る
。
い
わ
ば
第
一
期
は
、
藩
家
臣
団
成
立
期
で
あ
る
。

第
二
期
（
元
和
七
年

t元
禄
一
二
年
）
は
、
「
与
私
」
・
「
備
」
体
制
が
成
立
し
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
最
初
の
統
一
的
軍
役
規
定
（
元
和

七
年
軍
役
規
定
）
が
発
布
さ
れ
た
と
と
に
始
ま
る
。
と
の
期
の
前
半
は
、
物
成
一

O
O石
に
つ
き
一
二
人
負
担
と
下
禄
者
に
よ
る
過
重
負
担

と
い
う
こ
つ
の
軍
役
負
担
原
則
が
確
立
し
（
寛
永
一
六
年
・
同
一
八
年
軍
役
規
定
）
、
藩
主
直
属
家
臣
団
H

「
与
私
」
の
一
五
与
編
成
が

整
備
・
完
成
（
寛
永

I
明
暦
期
）
し
た
。
さ
ら
に
後
半
は
、
家
臣
団
の
身
分
格
制
の
確
立

（
万
治
二
年
の
着
座
の
座
位
決
定
・
天
和
三
年

の
三
支
藩
に
対
す
る
「
三
家
格
式
」
の
制
定
、
元
禄
一
二
年
の
竜
造
寺
氏
一
門
家
臣
に
対
す
る
「
親
類
同
格
」
の
設
定
）
等
に
よ
り
特
色

づ
け
ら
れ
る
。
い
わ
ば
第
二
期
は
、
藩
家
臣
団
整
備
・
安
定
期
で
あ
る
。

第
三
期
（
元
禄
一
二
年

t
天
保
元
年
）
は
、
「
親
類
同
格
」
の
設
定
後
に
元
禄
一
二
年
軍
役
規
定
が
制
定
さ
れ
た
と
と
に
始
ま
る
。
と
の

規
定
と
享
保
一
七
年
軍
役
規
定
に
よ
り
、
下
禄
者
過
重
と
い
う
原
則
が
緩
和
さ
れ
、
佐
賀
藩
軍
役
体
制
は
相
対
的
に
軽
減
さ
れ
る
。
宝
暦

一
O
年
に
は
、
蔵
入
代
替
制
の
導
入
に
よ
り
さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
強
ま
っ
た
。
つ
ま
り
‘
と
の
期
の
前
半
は
‘
軍
役
体
制
の
軽
減
が
進
め

ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
と
れ
を
前
提
と
し
、
か
っ
、
下
層
家
臣
に
お
け
る
世
禄
制
の
成
立
、
分
家
取
立
、
農
民
層
か
ら
の
直
接
取

立
等
々
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
下
層
切
米
取
層
の
広
範
な
形
成
が
み
ら
れ
た
と
と
が
第
三
期
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
「
与

私
」
の
機
能
が
変
容
し
、
ま
た
、
家
臣
団
の
在
郷
化
は
構
造
的
、
体
制
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
第
三
期
に
は
分
限
帳
の
形
態
に
も

変
佑
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
与
私
」
が
軍
事
的
性
格
よ
り
家
臣
団
の
日
常
的
な
所
属
編
成
単
位
的
性
格
を
強
め
た
た
め
、
軍
役
負

担
内
容
の
記
載
が
な
く
な
り
、
「
与
私
」
別
に
そ
の
構
成
者
を
列
記
し
た
の
み
の
簡
便
な
分
限
帳
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も

乙
れ
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
以
上
の
と
と
よ
り
、
第
三
期
は
い
わ
ば
藩
家
臣
団
展
開
期
で
あ
る
。

第
四
期
（
天
保
元
年

t明
治
二
年
）
は
、
軍
制
改
革
を
含
め
た
幕
末
藩
政
改
革
を
推
進
し
た
鍋
島
直
正
の
襲
封
に
よ
り
始
ま
る
。
と
の
時

期
に
つ
い
て
は
先
学
の
研
お

gり
、
筆
者
も
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら
に
譲
る
が
、
「
与
私
」
の
軍
事
的
機
能
の

回
復
・
強
化
、
家
臣
在
郷
制
の
掌
握
・
克
服
、
「
与
私
」
・
「
備
」
体
制
H
二
元
的
編
成
形
態
の
一
元
化
、
西
洋
軍
事
力
導
入
に
よ
る
編
成



と
の
期
の
家
臣
団
編
成
H
軍
制
改
革
の
課
題
で
あ
っ
た
。
な
お
、
分
限
帳
に
つ
い
て
も
、
右
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て

家
臣
居
住
地
の
記
載
あ
る
い
は
「
与
私
」
編
成
に
と
ら
わ
れ
な
い
合
理
的
・
機
能
的
な
形
態
に
よ
る
分
限
帳
、
さ
ら
に
は
、
「
備
」
編
成

に
関
す
る
分
限
帳
等
が
表
わ
れ
、
新
し
い
変
化
が
み
ら
れ
る
。
第
四
期
は
．
い
わ
ば
藩
家
臣
団
再
編
成
期
と
い
え
よ
う
。

改
革
等
々
が
、

以
上
、
個
々
に
掘
り
下
げ
る
べ
き
問
題
、
あ
る
い
は
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
（
知
行
地
を
含
め
た
農
村
構
造
の
変
化
、
藩
財
政
や
家
臣

財
政
等
）
は
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
ら
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
筆
を
置
き
た
い
。

註
（1
）
佐
賀
藩
家
臣
団
の
創
出
過
程
に
つ
い
て
は
、
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
近
世
家
臣
団
の
創
出
過
程
｜
『
朝
鮮
出
兵
』
に
お
け
る
鍋
島
氏
軍
事
編
成
の
分

析
を
中
心
に
l
」
（
『
九
州
史
学
』
七
六
号
、
一
九
八
三
年
〉
に
お
い
て
、
「
朝
鮮
出
兵
」
を
契
機
と
し
た
鍋
島
氏
直
属
家
臣
団
（
「
与
」
）
の
形
成
を

旧
国
人
領
主
層
の
対
応
と
比
絞
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
鍋
島
氏
直
属
家
臣
団
の
強
化
政
策
に
よ
る
「
与
私
」
と
上
級
家
臣
の
陪
臣

団
H
「
備
」
と
い
う
佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
基
本
体
制
成
立
に
関
し
て
は
、
「
成
立
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
庭
団
編
成
の
原
理
と
構
造
l
『
与
私
』

・
『
備
』
体
制
の
成
立
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
『
九
州
史
学
』
八
二
号
、
一
九
八
五
年
）
に
お
い
て
考
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
藩
の
分
限
帳
に
あ

た
る
「
与
着
到
」
の
分
析
を
通
し
た
藩
家
臣
団
編
成
の
中
核
で
あ
る
「
与
私
」
の
構
造
と
軍
役
負
担
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
考
察
に
つ
い
て
は
「
佐
賀
藩

家
臣
団
の
編
成
と
構
成
l
『
与
着
到
』
の
分
析
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
藤
野
保
編
『
九
州
と
藩
政

ω』
〈
『
九
州
近
世
史
研
究
叢
書
・
第
二
巻
〉
・
図

書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
一
節
「
藩
家
臣
団
の
成
立
と
構
造
」
に
お
け
る
引
用
史
料
の
註
記
は
一
切
省
略
す
る
。
註
仙
の
諸
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（3
）
拙
稿
「
佐
賀
藩
家
臣
団
の
編
成
と
構
成
」
参
照
。

（4
）
例
え
ば
物
成
八
O
石
の
家
臣
の
場
A
R

一
O
O石
に
つ
き
一

O
人
と
い
う
軍
役
人
数
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
八
人
負
担
と
な
る
が
、
実
際
に
は
主
従

一
O
人
規
定
に
従
っ
て
、
八
人
（
乙
れ
が
本
役
）
よ
り
も
二
人
多
い
一

O
人
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
表
山
の
寛
永
一
六
年
規
定
に
よ
れ

ば
、
物
成
一
二
五
石

t
一
O
O石
に
相
当
す
る
階
層
の
軍
役
規
定
が
不
明
で
あ
る
。

（5
）
「
鍋
島
主
水
家
文
書
」
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
所
収
。

（6
）
「
与
着
到
」
を
は
じ
め
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
国
分
限
帳
に
つ
い
て
は
四
節
参
照
。

（
7
）
拙
稿
「
佐
賀
藩
家
臣
団
の
編
成
と
構
成
」
。

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九
五



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九
ノ＼

（
8
）
「
島
原
の
乱
」
時
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
中
村
質
「
島
原
の
乱
と
佐
賀
藩
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
ニ
四
号
、

九
年
）
参
照
。

（
9
）
城
島
正
祥
「
佐
賀
藩
の
石
高
と
成
」
（
同
『
佐
賀
藩
の
制
度
と
財
政
』
文
献
出
版
、
一
九
八

O
年）。

（
叩
）
拙
稿
「
佐
賀
藩
家
臣
団
の
編
成
と
構
成
」
。

（
日
）
藤
野
保
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
五
六
四
頁
。

（
ロ
）
佐
賀
藩
で
は
物
成
高
を
基
準
と
し
、
物
成
率
の
操
作
に
よ
り
知
行
高
が
決
定
す
る
。
例
え
ば
物
成
五

O
石
の
家
臣
の
相
場
合
、
五
ツ
成
で
は
知
行
一

0
0石
と
な
る
も
の
の
、
四
ツ
成
へ
の
変
化
に
よ
り
知
行
一
二
五
石
と
知
行
高
が
上
昇
す
る
と
と
に
な
る
。
な
お
、
前
掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』

第
二
章
第
一
節
（
藤
野
保
氏
執
筆
）
参
照
。

（
臼
）
「
光
茂
公
譜
考
補
」
一
（
「
鍋
島
家
文
庫
」
〈
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
〉
所
収
）
。
な
お
、
本
稿
で
利
用
す
る
史
料
は
、
特
に
註
記
す
る
以
外
は
「
鏑

島
家
文
庫
」
所
収
で
あ
る
。

（
M
）
「
蓮
池
鍋
島
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一
四
巻
所
収
）
三

O
号
鍋
島
光
茂
覚
書
写
、
「
光
茂
公
譜
考
補
」
二
。

（
日
）
「
綱
茂
公
譜
」
元
禄
一
二
年
五
月
二
六
日
条
。

（
日
）
寛
文
一

O
年
段
階
で
す
で
に
、
養
子
縁
組
の
形
式
で
自
ら
の
知
行
・
切
米
を
庄
屋
・
農
民
等
に
売
却
す
る
ほ
ど
窮
乏
し
た
下
級
家
臣
（
「
小
給
之
侍
」

・
「
手
明
鑓
」
）
が
存
在
し
て
い
た
（
城
島
正
祥
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
知
行
の
切
地
と
上
支
配
・
銀
主
支
配
」
〈
前
掲
『
佐
賀
藩
の
制
度
と
財
政
』
〉
）
。

（
打
）
享
保
一
七
年
規
定
は
六
月
三
日
に
発
布
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
に
対
し
て
、
諸
郷
よ
り
の
ウ
ン
カ
大
発
生
の
注
進
と
こ
れ
に
対
す
る
藩
主
催
の
五
穀

啓
成
の
祈
穣
は
、
同
じ
く
六
月
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る
も
の
の
、
藩
当
局
の
飢
鐙
に
対
す
る
本
格
的
対
応
は
七
月
下
旬
以
降
に
開
始
さ
れ
る

（
「
宗
茂
公
御
年
譜
」
享
保
一
七
年
六
月
一
九
日
条
、
「
鍋
島
主
水
家
日
記
」
〈
「
鍋
島
主
水
家
文
書
」
所
収
〉
享
保
一
七
年
七
月
二
四
日
条
）
。
し
た

が
っ
て
享
保
一
七
年
六
月
三
日
の
軍
役
規
定
改
訂
は
、
そ
の
内
容
が
軽
減
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
享
保
飢
鍾
を
直
接
前
提
と
し
て
公
布
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
児
）
家
臣
固
に
は
す
で
に
慶
長
期
よ
り
出
米
が
賦
課
さ
れ
、
乙
れ
に
対
応
で
き
な
い
家
臣
は
、
知
行
取
の
場
合
、
そ
の
知
行
地
の
一
部
が
「
切
地
」
と

し
て
藩
の
直
接
管
轄
下
に
お
か
れ
、
家
臣
へ
は
知
行
の
数
割
（
通
例
二
割
）
に
当
た
る
相
続
米
が
渡
さ
れ
る
と
い
う
制
度
が
と
ら
れ
た
（
詳
細
に
つ

い
て
は
前
掲
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
知
行
の
切
地
と
上
支
配
・
銀
主
支
配
」
参
照
）
。
と
の
切
地
に
つ
い
て
、
享
保
一
七
年
一

O
月
一
九
日
付
で
藩
当

局
は
、一

先
年
以
来
出
米
井
諸
返
上
方
－
一
切
地
仕
霞
候
人
、
当
年
ハ
知
行
所
大
損
毛
－
一
付
、
当
年
之
儀
者
切
地
被
差
返
候
（
後
略
）

一
九
七



（
「
日
記
」
〈
倉
町
鍋
島
家
〉
享
保
一
七
年
一

O
月
一
九
日
条
）

と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
る
。
飢
鐘
に
よ
る
家
臣
団
窮
乏
に
対
す
る
藩
当
局
の
認
識
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
臼
）
倉
町
鍋
島
氏
（
家
老
、
物
成
＝
ニ

O
O石
）
の
場
合
、
宜
保
二
年
段
階
で
知
行
地
の
一
部
を
構
成
す
る
佐
賀
郡
上
佐
賀
下
郷
東
千
布
村
及
び
同
西

千
布
村
の
計
六
七
町
六
段
八
畝
二
六
歩
半
の
う
ち
、
「
居
付
悶
由
巴
が
二
七
町
一
段
二
歩
で
あ
る
の
に
対
し
、
荒
廃
地
と
目
さ
れ
る
「
明
回
畠
」
は

四
O
町
四
段
八
畝
一
五
歩
半
で
あ
り
、
実
に
五
九
・
八
Mm
に
の
ぼ
る
（
「
日
記
」
〈
倉
町
〉
寛
保
二
年
六
月
二
一
日
条
）
。

（
加
）
各
家
臣
日
記
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
享
保
飢
館
以
降
の
切
地
の
増
加
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
藩
政
中
期
以
降
に
お
け
る
切
地
に
つ

い
て
は
知
行
地
支
配
や
家
臣
財
政
の
問
題
と
深
く
関
連
し
て
お
り
、
後
考
に
ま
ち
た
い
。

（
幻
）
「
眼
目
記
」
（
姉
川
鍋
島
家
の
日
記
）
元
文
元
年
八
月
五
日
条
。

（
勾
）
「
綱
茂
公
御
年
譜
」
元
禄
一
三
年
八
月
一
日
条
。

（
お
）
（
但
）
「
役
目
定
」
（
「
役
固
定
陣
屋
坪
割
其
外
」
所
収
）
。

（
お
）
城
島
正
祥
「
子
明
鑓
と
佐
賀
藩
性
格
の
一
斑
」
（
前
掲
『
佐
賀
藩
の
制
度
と
財
政
』
）
。

（
お
）
（
幻
）
拙
稿
「
佐
賀
藩
家
臣
団
の
編
成
と
構
成
」
。

（
お
）
な
お
、
弘
化
二
年
よ
り
安
政
元
年
に
か
け
て
減
員
し
た
よ
う
に
み
え
る
が
「
弘
化
二
巴
年
惣
着
到
」
に
は
、
侍
を
は
じ
め
全
体
で
二
三
五
三
人
の

伴
・
孫
等
を
含
む
た
め
、
実
質
的
な
減
少
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
却
）
佐
賀
藩
は
寛
永
一
八
年
よ
り
福
岡
落
と
隔
年
交
代
で
長
崎
御
番
役
を
幕
府
よ
り
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
御
番
方
大
概
」
・
「
長
崎
御
番
沿
革
」
）
。

（
ω）
船
手
制
の
幕
末
期
に
お
け
る
改
組
過
程
に
つ
い
て
は
木
原
簿
幸
「
幕
末
期
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
軍
制
改
革
」
（
『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
」

ー
・
三

O
号
、
一
九
七
六
年
）
一
五

O
t
一
頁
参
照
。

（出）

ζ

の
場
A
只
侍
と
は
直
属
家
臣
団
（
一
五
与
編
成
）
所
属
者
に
限
ら
ず
、
三
文
藩
・
親
類
・
親
類
同
格
等
の
い
わ
ば
上
層
の
大
配
分
家
臣
層
を
合

ん
で
い
る
。
但
し
、
そ
の
陪
臣
層
（
「
備
」
系
統
）
は
加
え
な
い
。

（
沼
〉
地
方
知
行
取
を
指
す
。

（
お
）
乙
の
ニ
史
料
は
「
鍋
鳥
主
水
家
文
書
」
所
収
で
あ
る
も
の
の
、
鍋
島
主
水
家
の
陪
臣
の
直
臣
取
立
の
み
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
本
文

表
叫
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
五
十
二
年
聞
に
一
且
る
記
録
と
し
て
は
、
取
立
五

O
人
と
い
う
数
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
、
「
鍋
島
主
水
与
私
」

関
係
の
直
臣
取
立
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
担
）
し
た
が
っ
て
、
上
層
家
臣
の
陪
臣
の
家
臣
（
身
分
）
意
識
は
高
く
、
し
ば
し
ば
藩
主
直
属
の
下
級
家
臣
（
手
明
鑓
・
御
徒
層
）
と
藩
主
御
目
見
の

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九
七



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九
iへ

場
で
の
座
格
争
論
を
行
っ
て
い
る
。

（
お
）
「
役
目
定
陣
屋
坪
割
其
外
」
所
収
。

（
お
）
「
弘
化
二
巳
年
惣
着
到
」
は
そ
の
典
型
。

（
幻
）
「
士
口
茂
公
御
年
譜
」
正
徳
二
年
九
月
一
三
日
条
。

（
お
）
勝
茂
の
嫡
子
で
光
茂
の
父
に
あ
た
る
忠
直
は
、
す
で
に
寛
永
一
二
年
に
死
去
し
て
お
り
、
光
茂
が
次
代
藩
主
に
あ
た
る
。

（
鈎
）
「
御
秘
録
」
（
「
鍋
島
主
水
家
文
書
b
所
収
。

（
必
）
「
与
私
」
所
属
直
臣
の
平
均
人
数
は
、
明
暦
二
年
で
二
二
六
人
（
「
泰
盛
院
様
御
印
帳
」
）
、
元
禄
八
年
で
二
五
八
人
（
「
元
禄
八
年
着
到
全
」
・
「
光

茂
公
御
代
与
着
到
」
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
弘
化
二
年
に
は
五

O
三
人
（
「
弘
化
二
己
年
惣
着
到
」
）
と
二
倍
弱
に
拡
大
し
て
い
る
。
但
し
、
弘
化

期
の
分
限
帳
は
惇
・
孫
等
を
二
三
五
三
人
含
む
も
の
の
（
先
述
）
、
こ
れ
を
差
引
い
て
も
「
与
私
」
平
均
所
属
者
は
三
四
六
人
と
な
り
、
「
与
私
」
の

規
模
拡
大
と
い
う
指
摘
は
可
能
で
あ
る
。

（
但
）
利
用
史
料
（
「
大
与
頭
次
第
全
」
）
で
は
安
政
期
ま
で
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
「
与
私
」
編
成
が
最
終
的
に
解
体
さ
れ
る
明
治
二
年
ま
で
大
与
頭
で

あ
っ
た
（
「
兵
員
録
」
参
照
）
。

（
必
）
「
大
与
頭
次
第
全
」
に
よ
り
整
理
し
た
。

〈
必
）
「
鍋
島
家
文
庫
」
所
収
。
享
保
元
年
よ
り
明
治
二
年
ま
で
、
ほ
ぼ
欠
年
な
く
存
在
す
る
。
大
半
が
写
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
本
と
息
わ
れ
る
も

の
が
数
冊
含
ま
れ
る
。

（
仏
）
「
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
」
安
永
四
年
三
月
条
。

（
必
）
付
表
山
は
、
そ
の
典
型
例
と
し
て
、
明
和
六
年
の
皿
山
会
所
地
方
詰
の
役
方
構
成
員
（
手
明
鑓
・
足
軽
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
人
に
は
自

ら
が
所
属
す
る
「
与
私
」
に
関
す
る
一
肩
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
乙
の
図
は
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
脱
却
）
「
眼
目
記
」
元
文
元
年
八
月
五
日
条
。

〈
C
）
知
行
地
を
藩
当
局
が
直
接
支
配
す
る
こ
と
。
藩
が
家
臣
に
賦
課
す
る
出
米
の
未
納
、
あ
る
い
は
借
銀
等
の
抵
当
と
し
て
実
施
さ
れ
る
（
前
掲
「
佐

賀
藩
に
お
け
る
知
行
の
切
地
と
上
支
配
・
銀
主
支
配
」
参
照
）
。

（
必
）
「
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
」
天
明
八
年
六
月
一

O
日
条
。

（
必
）
少
な
く
と
も
知
行
一

O
O石
（
物
成
四
O
石
）
以
上
。

（
印
）
「
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
」
安
永
九
年
二
月
条
。



明和6年皿山会所地方詰手明鑓・足軽名書及び所属「与私」

与 私 物 頭 手 明 鑓 足軽

E鍋島弥平左衛門組

~鍋島事事右衛門組秀嶋 忠左衛門（k鉄物飽成！！o挺石与、頭足軽＼) 泳江半左衛門

③鍋島図書組 石井弥七右衛門（k物鉄成熔~！o挺石与、足頭軽、ノI 小嶋権右衛門

~中野数馬組

⑤鍋島主水組 石川 清九郎（k物鑓成30人llO与石頭、手明、ノI 前山利右衛門
（「組着ilJJに記載無）

田中作左衛門（物成60石、足町 伊東六右衛門
弓251援与頭

山村 伊左衛門（＼鎚物成30人130頭石、手明、ノI 田中神平（切米8石3斗

降傾嶋七左衛門組
廠内普右衛門（切米5砿詐） 中溝常右衛門

鉄地25挺与

陸鍋嶋童書人組

川 被 権兵衛（s物0劇石、手印明石鑓、内40加人頭米、) 藤山祐右衛門（切米7石5斗

陣原田舎人組 福 地 助之允（k物鉄成飽！~o挺石与、足頭軽、ノI 久米千左衛門

南 部 大 七（k石米、54足2軽L鉄外勉I~劇量調的ノI 三嶋治右衛門

~鍋島籾展組 深江武兵 衛（k物鑓成40人llO頭石、手明、) 
塚原治武左衛門

（「組着到」に記載無）

＠鍋島喜左衛門組村上弥兵衛（：：：~品軽） 本庄儀右衛門
砥川茂兵衛

沢 野 杢之允（軽物内鉄成加熔米10！石~挺石5与斗、足頭、＼ノI 
福田作左衛門

但納富十右衛門組 福田惣右衛門
谷口佑左衛門

＠鍋島左太夫組

有 国 権之允（k物鑓3成0人100組石頭、手明、ノI 
副因権太郎（切米15石）

⑬千葉太郎助組 荒木惣右衛門（切米12石7斗
増田藤左衛門（切米8石）

3石井兵部組

S執行郎左衛門 陳 田 伊兵衛（物成120石、手ニ預明＼) 中溝進之允（「組静rn詔蹴
鎚30人頭外 田中長右衛門（向上）

随岡杢右衛門
光武金右衛門
光武久右衛門

不 明 石丸嘉衛門 平石久右衛門

馬渡主事太 山崎作十

付表（ 1)

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

九
九

註）池田史郎「皿山代官旧記覚書』 41～2頁所収の「明和六丑年日記皿山会所地方詰手

明鑓等足軽名書覚」及び「明和七年組着到J＜重茂公御代末＞より作成。

なお、表中の「組着到」に記載無とは、「明和七年組着到」で確認されないことを示す。



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

一O
O

〈
日
〉
「
同
右
」
安
永
九
年
三
月
条
。

〈
回
）
幕
末
の
例
で
あ
る
が
、
農
業
経
営
に
従
事
す
る
足
軽
層
の
下
級
家
臣
に
と
っ
て
、
長
崎
警
備
（
一
ヶ
年
詰
）
が
事
実
上
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と

と
が
、
次
の
史
料
よ
り
知
ら
れ
る
。

門
天
保
一
五
年
一
一
月
一
六
日
）

先
般
使
節
船
入
津
－
一
付
而
者
、
両
組
・
8
物
頭
己
下
多
人
数
増
番
等
被
差
出
、
数
十
日
夜
白
共
別
而
動
方
有
之
、
右
－
一
付
而
者
内
分
不
少
雑
貨
之
筋

も
有
之
候
ニ
付
、
打
追
壱
ケ
年
詰
－
－
而
者
足
軽
鉢
小
身
之
者
共
ニ
者
農
業
等
差
欠
罷
越
、
其
外
永
詰
－
二
問
者
、
召
仕
等
之
手
締
行
届
兼
候
義
有
之

由
、
右
の
廉
々
者
不
差
支
通
何
レ
と
も
取
斗
之
適
可
有
之
哉
ニ
侯
（
後
略
〉

（
「
直
正
公
御
年
譜
地
取
」
天
保
一
五
年
一
一
月
一
六
日
条
）

〈
臼
）
す
で
に
承
応

t
明
暦
期
に
集
大
成
さ
れ
た
「
烏
ノ
子
御
帳
」
に
、
家
臣
耕
作
の
場
合
の
上
納
規
定
が
あ
る
（
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
二
所
収
）
。
本
文
参
照
。

〈
臼
）
（
日
）
「
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
」
安
永
三
年
六
月
二
八
日
条
。

（
日
〉
例
え
ば
鹿
島
鍋
島
家
（
鹿
島
藩
）
の
「
御
配
分
井
切
米
帳
」
（
元
禄
一
四
年
、
「
祐
徳
文
庫
」
所
収
）
、
多
久
氏
の
「
諸
村
銀
鉱
方
石
寄
一
般
」
（
弘

化
三
年
八
月
、
「
多
久
家
文
書
」
所
収
）
等
。

（
貯
）
付
表
聞
は
、
「
鍋
島
主
水
家
文
書
」
中
の
「
与
私
」
軍
役
関
係
史
料
を
整
理
・
分
類
し
、
年
代
順
に
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
よ
れ
ば
、

大
与
頭
は
「
与
中
定
・
役
目
」
、
「
組
頭
手
頭
」
、
「
出
陣
規
定
」
、
「
そ
の
他
規
定
」
等
の
各
種
軍
役
規
定
と
と
も
に
、
多
数
の
「
与
着
到
」
を
所
持
し

て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
表
中
、
宝
暦
一

O
年
段
階
に
示
さ
れ
る
各
規
定
お
よ
び
「
与
着
到
」
は
、
大
与
頭
が
所
持
し
て
い
た
「
与
私
」
軍
役
関

係
史
料
の
基
準
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
回
）
相
国
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
）
八
一
七

t
九
頁
。

（
印
）
瀬
野
精
一
郎
「
軍
事
関
係
文
書
」
（
『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
中
世
編
E
〈
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
〉
）
。

（
印
）
藤
野
保
氏
は
、
中
世
期
の
「
着
到
」
と
近
世
期
の
着
到
帳
と
の
過
渡
的
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
竜
造
寺
隆
信
時
代
の
着
到
帳
（
天
正
八
年
）

の
史
料
的
性
格
を
考
察
し
て
い
る
〈
前
掲
『
佐
賀
落
の
総
合
研
究
』
一
三
八
I
九
頁
）
。

（
飢
）
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
、
佐
賀
藩
家
臣
団
は
旧
竜
造
寺
氏
家
臣
団
を
母
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

（
位
）
前
掲
拙
稿
「
佐
賀
藩
家
臣
団
の
編
成
と
構
成
l
『
与
着
到
』
の
分
析
を
中
心
と
し
て
｜
』
は
、
乙
の
「
与
着
到
」
を
分
析
の
対
照
と
し
て
、
「
与

私
」
の
構
造
や
軍
役
負
担
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
回
）
乙
れ
に
は
年
代
記
載
が
な
い
も
の
の
、
「
与
私
」
構
成
が
「
佐
賀
拾
六
組
着
到
」
（
元
治
元
年
）
と
基
本
的
に
合
致
す
る
の
で
、
元
治
元
年
前
後
の

作
成
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
手
明
鑓
を
、
侍
と
し
て
い
る
点
に
注
意
。



鍋島主水「与私J軍役関係史料

年代 与中定・役目 組頭手頭 出陣規定 その他規定 与着到

元和9.10.15 〔与着到〕
寛永3.卯.13定〔先手組仕法〕

同 18.1.2 〔与着到〕
同 18.3. 5 与中役目

正保2.2 .25 〔与着到〕
同 4.4 .23 〔与着到〕
同 4.12. 5 与中之定並役目

鹿安2.9 .20 与着到

寛文元.8.21 与着到
延宝8.4.2 時出張?U£W黒町
天和3.9.5与中定jJ監役目 与着到
貞享元.10.26 写〔家中勤番定書〕
元禄12.9 .20 組着JI]

宝永6.8 .15 馬究方定

事保元8.21 与土手IYJ鎚役白井 ｛与家中小屋割
主従付 中小屋割

享保17.6. 3 組中並役目

事保18.11.15

出抑留守仕組

寛保元9.15 組中定刻役目

宝暦10.4. 1 土組代手頭 Hl附着到 行91J，心得 組着到
軍11，錠 昇並副筒組頭手頭 武具持越，心得

弓組頭手頭 陣屋心得

鉄熔組頭手頭 座備，心得

長柄鎚組顕手頭 陣屋坪割l定
手明鑓組頭手頭 兵糧定

陣場J心得手頭 船l1i!J定

小荷駄J心得手頭 下知覚書

組内自付手頭 合図合印覚脅

組内使番手頭 兵糧積

夫小荷駄波方

宝暦12.4 組着到

安永2.1 .15 預車日中)'.I!並役目

文化12.9 留守中定条々

文政6.8 .15 軍役

嘉永2.4 .11 組着3自陣

文久2.9 .1 車[li:j1定；W役目 組着3自l

付表（ 2)

佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

。



佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階

。

〈
叫
）
前
掲
「
幕
末
期
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
軍
制
改
革
」

パ
付
記
）

史
料
開
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
賀
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
の
方
々
に
多
く
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
謝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
藤
野
保
先
生
・
小
宮
陸
之
先
生
・
柴
多
一
雄
氏
の
方
々
よ
り
御
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。


